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はじめに 
 

本報告書は、2010 年 11 月 12 日に京都大学地域研究統合情報センター（以下、地域研）で

開催された研究会「HuTime を使った時間情報解析の現状」の概要をまとめたものである。

HuTime は、地域研の地域情報学プロジェクトや人間文化研究機構の研究資源共有化事業など

の中で開発された時間情報の解析を行うためのソフトウェアであり、2010 年 9 月 10 日には

同機構から一般公開されている（http://www.chikyu.ac.jp/nihudb/gt-tools/）。今回の研究会は、

地域研の地域情報学プロジェクト「地域情報学の展開」に属する個別ユニット「HGIS の利用

と動向に関する研究」の一環として行われる H-GIS 研究会の枠組みで開催されたもので、

HuTime を用いた研究事例を集めてその現状や問題点を共有し、それらをそれぞれの研究課題

や研究開発に役立てること、さらに、時間情報を使った研究という点から「地域情報学」の

パラダイムについて議論を深めてゆくことにある。本報告書の内容が HuTime の利用さらに

は時間情報に基づく研究手法を実際の研究現場へ適用する際の参考なれば幸いである。 
 

なお、HuTime は研究開発上の経緯により、人間文化研究機構の研究資源共有化事業では

GT-Time、その他の事業や研究プロジェクトでは HuTime の名称を使用している。両者は若干

の違いはあるものの（GT-Time に僅かな改良が加えられたものが HuTime）、主要な機能はほ

ぼ同一である。今回の研究会が京都大学地域研究統合情報センターの活動の一環として行わ

れていることから、本報告書では HuTime に名称を統一する。 
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HuTime と時間情報解析ツールの現状 

関野 樹（総合地球環境学研究所） 

 

１．HuTime の概要 
【開発の経緯】 
時空間という視点から情報を扱おうとした場合、空間情報では地理情報システム（GIS）を

中心とした解析環境が整っており、さまざまな分野で研究が進んでいる。それに対して、時

間情報は GIS のように GUI を用いて解析を進めるためのソフトウェアが整備されておらず、

あったとしても GIS のオプション的な扱いに留まっている。その一方で、暦法や時差といっ

たデータの変換や正規化、季節性や毎週・毎月といった時間情報特有の考え方、さらには、

時間は特定できても場所を特定できない事象（例：景気の変動、温暖化）など、時間情報を

扱うにあたってさまざまな課題があることも事実である。このような状況を踏まえ、時間情

報の本格的な解析環境を提供すべく HuTime が開発された。 
HuTime は、あえて空間情報を切り捨てる方針で開発されている。これは、時間情報に特化

することで操作やデータ構造を単純化するとともに、上述のような場所を特定できない情報

を扱うことも念頭においている。その上で、HuTime で解析した時間情報の解析結果を GIS
等を使って空間情報と連携させることにより、時空間という視点を実現することを目指して

いる。開発は、H-GIS 研究会を中心に、人間文化研究機構の研究資源共有化事業（GT-Time
の名称で研究開発）、京都大学地域研究統合情報センターの共同研究、科研費の枠組みなどで

進められている。 

【可視化と検索】 
HuTime は、文字列データを年表として、数値データを時系列のグラフとして同じ時間軸上

に積み重ねて表示する。表示される時間範囲は専用のインターフェースにより移動や縮小・

拡大が可能である。このため、100 年単位の長期にわたる現象から分単位の短期間に起こる

現象までを同時に扱うことができる（スライドの例は、琵琶湖の水位変動を 12 年と 5 日間の

二つの時間範囲で表示したもの）（関野 2009a）。 
時間軸の目盛りは西暦（ユリウス/グレゴリオ暦）が標準であるが、利用者が独自に作成し

た目盛りを任意のレイヤ間に挿入することもできる。これにより、閏月を含むような西暦以

外の暦（和暦、中国暦など）、自然現象（潮汐や雨季/乾季など）、政治・社会的な境界（歴代

の政権や景気など）に基づく時間軸目盛りを利用することができる。 
HuTime の解析機能として基本となるのが検索機能である。文字列の検索機能では、複数の

年表を同時に検索し、該当するイベントをハイライト表示したり別の年表に抜き出して表示

したりすることが可能である。この機能を利用することにより、複数の年表から特定の事象

だけを抜き出して新たな年表を再構成することもできる（スライドの例は、琵琶湖に関する

複数の年表から「赤潮」または「ウログレナ」を含むイベントを抜き出し、新たに「琵琶湖

赤潮年表」を作成したもの）。 
HuTime のデータ表示には、時間範囲を示すマスクと呼ばれる表現形式がある。これは、
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GIS で特定の空間範囲を示すポリゴンと同じで、1 次元の時間では線として表現される。この

マスクは、文字列検索もしくは数値検索により生成することができる。文字列を使った場合

は、日記から特定の人物名の記述が含まれている日などを時間範囲として抽出する（スライ

ドの例は、年表から水害、環境、養蚕に関連するキーワードを使って、関連するイベントの

出現する時間範囲を比較したもの）。数値を使った場合は、数値がとるべき条件（たとえば、

気温が 20 度以上など）に当てはまる時間範囲を抽出することができる。 

【幾何的手法による解析】 
GIS で空間範囲を論理演算により加工し（インターセクトやユニオンなど）、その空間範囲

に含まれるレコードを抽出したりすること（クリッピング）ができるように、HuTime でも生

成したマスクを使って時間範囲の加工や時間範囲に含まれるイベントの抽出などの解析が可

能である。スライドの例は、雨風の強い日に滋賀県でどのような災害が起きているかを気象

データと県の資料から解析してみた例である（関野 2010）。気象データから、日降水量 10mm
以上、平均風速 5m 以上の日を時間範囲として抽出し、２つ時間範囲の論理積（AND）をと

ることにより、両方の条件を満たす時間範囲を求める。この時間範囲を使って、『滋賀県災害

誌』から該当する記事を抜き出した。結果として、与えられた気象条件では、大雪に関する

災害が多く記録されていることが分かる。 

【他のソフトウェアとの連携】 
HuTime は汎用的な CSV 形式（カンマ区切りテキスト）のファイルを入出力することがで

きる。この CSV ファイルを介することにより、HuTime を使って可視化または解析された時

間情報を Excel（Microsoft 社）や各種統計解析ソフトなどの別のソフトウェアに読み込んでさ

らに詳細な解析を行ったり、反対に、外部のソフトウェアの解析結果を HuTime に読み込ん

で時間情報に関する解析を進めたりすることが可能である。また、HuTime に表示されている

年表や時系列のグラフのイメージは JPEG や EMF（拡張メタファイル）形式などの画像とし

て出力できる。これらの画像は、PowerPoint（Microsoft 社）などでのプレゼンテーションや

Illustrator（Adobe 社）などのドローソフトでの編集が可能である（スライドではこの機能を

応用し、巻物のような長尺（約 3m）の年表を出力する事例を紹介）。 
HuTime のデータ構造を、同じく H-GIS 研究会で開発している GIS ソフトウェアの HuMap

（GT-Map）と共通化する研究開発も進めている。これにより、時空間という視点でより突っ

込んだ解析を行うことを目指している。また、この新しいデータ構造では、HuTime 上でフォ

ントや文字の大きさなどを変えた多彩な表現が可能になっている。 
 

２．HuTime の立ち位置 
時間情報を扱うソフトウェアはさまざまな種類のものが提案されている。それらの機能は

大きく以下の３つに分類して考えることができる。 

関係性に着目したもの 
数値データでは、経時的な変化を可視化するもの、もしくは複数の数値データの経時的な

変化の関連性を解析するものなどある。Excel に代表される汎用的な表計算ソフトウェアから
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統計解析、時系列分析を専門に行うものまでさまざまソフトウェアがある。一方、文字列デ

ータでは年表を扱うソフトウェアが多数提案されており、近年はブログの発達に伴って日記

を整理する目的のソフトウェアも増えてきている。SIMIL TimeLine（MIT 2006）などが代表

的なソフトウェアである。 

循環、周期性に着目したもの 
年、日などを単位とした周期性、選挙や景気のように期間は一定しないものの繰り返し起

こる現象は、空間情報にはない時間情報の特徴である。周期の発見や周期毎の違いを可視化

するためのソフトウェアがいくつか開発されているものの（Time Wave: Li and Kraak 2008 な

ど）、表現や操作方法についてまだ試行錯誤の段階である。 

空間情報との連携に着目したもの 
時間情報と空間情報の連携は、トラッキング、空間情報の時間的な変化の表現、時間情報

の空間的な違いの表現の３つに分けて考えることができる。モノの時間的な位置の変化（＝

動き）を示すトラッキングは ESRI 社の ArcGIS をはじめとするさまざまな GIS ソフトウェア

で実現されている。時間によってモノの地理的分布がどのように変化するかといった空間情

報の時間的な変化を表現するソフトウェアも多く、H-GIS 研究会の HuMap も同様の機能を備

えている。一方、場所によってモノの啓示的な変化がどのように違うかといった時間情報の

空間的な違いを表現するソフトウェアは、現状ではあまり例がない。 

では、HuTime はこれらのどの機能を持ち、時間情報のソフトウェアの中でどのように位置

付けられるだろうか。まず、年表や時系列のグラフを同じ時間軸に積み重ねる機能は、経時

的な変化を追跡し、時間軸上で事象の関係性を検証する機能そのものである。また、データ

構造を共通化した HuMap と組み合わせることにより、空間情報との連携（時間情報の空間的

な違い）の機能も間接的ではあるが実現している。 
他のソフトウェアには無い HuTime の機能としては、GIS に似た操作で幾何的手法による時

間情報の解析を行うことのできることが第一の特徴として挙げられる。さらに、文字情報（年

表）と数値情報（時系列グラフ）を同時に扱えることも大きな特徴として挙げられる。年表

のみを扱う、もしくは数値データのみを扱うソフトウェアは数多く開発されているが、これ

らを同時に扱い、さらに解析まで実現しているものはない。この特徴は、人文系、自然系の

情報を同時扱う必要がある環境学や地域研究などの学際的な分野で有用であると考えられる。

また、利用者が独自の時間軸目盛りを作成することにより、西暦以外の複数の暦に対応でき

ることも HuTime のユニークな点の１つとして挙げられる。これも、地域研究や歴史研究な

どの分野では有用な機能であろう。 
 

３．HuTime の今後 
【時間と空間の連携】 

HuTime と HuMap の連携による時空間の視点での本格的な解析手段の確立が次の目標の１

つである。実際に、両ソフトウェアでのデータ構造を統一も行われ、実現に向けた作業が進

んでいる。時間情報と空間情報の連携には２通りの方法が考えられる（Sekino 2009b）。１つ
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は同じ情報が時間と空間の両方のデータを持つ場合であり、年表上の各イベントの位置が地

図上に表示される。これは、１つの情報を時間と空間の２つの切り口から見ることであり、

HuTime と HuMap で同じ名前のレイヤとして扱われる。 
もう１つは、異なる情報を時間もしくは空間データを使ってリンクする場合である。たと

えば、年表情報の 1 つのイベントを指定することにより、そのイベントに関する別のデータ

セットの空間情報を表示するなどが考えられる（スライドの例は、年表上の台風に関して、

その被害の地理的な分布を示している）。また、このような連携を行うことにより、時間や空

間データによるフィルタリングが可能になる。たとえば、HuTime の機能を使って特定条件に

当てはまる時間範囲だけを抜き出し、表示や解析対象となる空間情報をその時間範囲に絞り

込むことなどが想定される。 

【利用環境の整備】 
HuTime 本体の整備は一区切りがついたものの、HuTime を効果的に利用してゆくには周辺

の利用環境の整備が急務である。まず、HuTime 用のデータの作成について、現在は CSV フ

ァイル経由以外の方法がない。この方法では、年表上のフォントの指定やデータ数が多い場

合の表示の省略の設定などきめ細かな設定が難しいほか、日付の書式を ISO 8601 形式に統一

するなどの手間もかかる。データエディタやより効率的なデータ生成の仕組みが必要である。

また、データを作成するための基盤情報、例えば、暦を変換するための仕組みや基本的なイ

ベントを記したベース年表も必要になってくるであろう。これらは、GIS に置き換えればそ

れぞれ座標系の変換やベースマップに相当するものである。こうした時間情報に関する資源

が地理情報と同様にクリアリングハウスを通じて自由に利用できるようになることが理想的

である。 
このほかにも、マニュアルや事例集の整備、多言語対応（特に英語版のリリース）など、

利用者にとって使いやすいソフトウェアとしてゆくための課題は少なくない。今後も、さま

ざまな機会を捉えて HuTime の普及を試みるとともに、これらの課題の解決を進めてゆきた

い。 
 

文献 
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雲南県誌の分析から： HuTime で歴史文書の利用を考える 

久保 正敏（国立民族学博物館） 

 

１．事象の相関関係としての地域史 
地域の歴史は、自然環境や地理的条件と政治・経済・社会・文化・国際関係に関わる様々

な事象との相互作用の連鎖によって構成される。事象間の相関関係には、「原因事象－結果事

象」、「事象－平行事象」、「事象－模倣事象」、「事象－対抗事象」、「事象－関連事象」など、

様々なものを想定できる。こうした関係性、すなわち、歴史に関わるダイナミズムを解明す

ることが、その地域の現在を総体的に理解するうえで必須であろう。 
例えば、雲南省では、農業政策と環境に関わる事象群として、中華人民共和国（中国）成

立後の食料増産政策に伴う耕地拡大政策、ダム開発政策が採用されたが、その結果、大規模

な森林破壊が進み洪水が増えたことや、世界的なエコ・ムーブメントもあって、耕作地の緩

斜面部分を森に戻す「退耕還林」政策へと転換された。しかし、その結果、新たな環境問題

の発生も予想される。また、雲南省のタイ、ラオス、ベトナムと国境を接する地域では、19
世紀以降アヘン栽培が現金収入に寄与してきたが、20 世紀に入り列強からは立て前として禁

止要請が出されつつも栽培は継続していた。しかし、中国成立後は禁止令が厳格化されると

ともに小麦・ゴム・トウモロコシなど換金作物への転作が奨励された。しかし現実には、隣

接地域へ栽培が広がる、など新たな動きが起きている。 
このようなダイナミズムの解明が、地域を見る目を肥やし、知の拡張につながるであろう。 
 

２．３次元時空間モデル：相関関係の解析と共有・共創のアーカイブズとして 
様々な事象を記述したテキスト・画像映像・音響・数値など、様々なメディアで表現され

た研究資源は、（時間値、空間値、テーマ値あるいは主題値）の３つ組で表現できる事象の記

述を含むと考える。ここでテーマ値を取り入れるのは、例えば、気象学、社会学、民族学、

など各テーマを対象として情報を蓄積してきた研究分野ごとの知見を共有するための枠組み

を与えるとともに情報の再編成を促し、個別分野の研究では見出せなかったような事象間関

係の発見と記述を支援するためである。 
しかしそのためには、異研究分野間での知識体系の差異、および、時間値・空間値の表現

の差異を越える標準化の仕組みが必要となる。時間値や空間値に正規化した表記を導入する

など標準化の過程を経てアーカイブズ化された事象群を、３つ組を軸とする３次元の事象ス

ペースに再配置し、２次元表現として可視化する仕組みを用意すれば、事象間の関係を発見

し、それを表現することが容易となるであろう。これを「３次元時空間モデル」と呼ぶ。こ

のモデルで記述された研究資源は、様々な研究者の研究素材となるとともに、知見や発見を

アップロードし皆で共有する、一種のコモンズとしてのアーカイブズとなり得る。 
ところで、研究分野によって、解析のための資料群への視点のレベルに相違がある。例え

ば社会学・経済学はマクロな視点を中心とするのに対して、民族学などはミクロな視点を身

上とする。視点のレベルが異なる資料を共有するためには、この共有アーカイブズには「ミ
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クロ－マクロ往還」型の表示と解析の仕組みが必要である。これらの仕組みをインフラとし

て、知の発見、創出を共同作業の中から行う研究・利用スタイルを確立したい。 
こうした目的で開発が始まったツールが、HuTime と HuMap であり、前者が時間軸から事

象の関係を表示と解析、後者が空間軸からのそれを狙うものである。これらは相補的なツー

ルなので、いずれは、表示や解析の途中でダイナミックに切り替えて利用できるツール群と

して統合される事が望まれる。 
 

３．雲南県誌・大事記データベース作成プロジェクト 
このような歴史事象の解析モデルを着想したのは、総合地球環境学研究所（地球研）にお

ける研究プロジェクト「アジア・熱帯モンスーン地域における地域生態史の統合的研究：1945
－2005」（代表: 秋道智彌）の中で、地域生態史の研究素材として雲南省各県の県誌に着目し

たサブ・プロジェクトが発足したことにある。1980 年代に中国の国家プロジェクトとして各

省・各県の年代記の刊行が始まり、県レベルのものが県誌と呼ばれる。2000 年当時、雲南省

では 128 県の県誌が刊行されており、それらを地球研が購入し、和訳が始まった。 
現在、ベトナム、ラオス、ミャンマー、に近い 49 県の県誌のうち、各県誌冒頭に記載され

ているサマリーに相当する「大事記」部分の和訳が進んでおり、これを素材として正規化作

業を進めた。３次元時空間モデルに基づくツールにおいては、各事象は時間幅を持つと考え

るので、県誌に記載の１件の記述に開始日時と終了日時を与えて時間表記の正規化を行い、

一つの事象記述に相当すると考えられる部分を１文書ファイルとして切り出し、HuTime にお

ける解析の素材とした。 

 
４．HuTime を用いた相関関係分析の試行 

HuTime の全文検索機能を用いて、キーワード検索で抽出したデータを時間軸上で比較を試

みる。一例としてアヘン栽培に関する事象を抽出し、歴史的変化を追った。その結果、雲南

省におけるアヘン関係事象は、導入期、禁止偽装期、禁止の厳格化期、イタチゴッコ期に大

別できることが読み取れる。また、アヘンからゴムや小麦への転作奨励に関する記述を見出

すこともできる。その他に、農業関係の事象として有名な「小春大革命」「大寨に学べ運動」

「Hybrid Rice 導入運動」などの記述を検索し、雲南省における動きを捉えることもできる。 
ただし、大事記はマクロなサマリーに過ぎないうえに、各県の間で編集方針や記載事項の

選別基準が異なっており、各県の間でのデータ斉一性は保証されていない。あくまでも大局

を把握してラフな仮説を設定し、その検証のために別の詳細データを探索する次のフェーズ

への手がかりとして、大事記を利用することを想定している。すなわち、Hunting 的よりは

Browsing 的な検索と解析を目的とするが、このような解析手順は、人文社会学系のデータに

ついて、よく見られるケースであろう。 

 
５．試行を通じた HuTime 改善点の要望 

この試行を通じて、HuTime に対するいくつか改良点を要望したい。 
Browsing 的な文書データの検索と解析においては、テキストのあいまい検索、部分一致検
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索機能のほかに、複数プロジェクトを同時にオープンする機能、複数レイヤーに対して一括

検索する機能なども、複数文書を同時に開いて相互参照するうえでは望ましい。 
前述の「ミクロ－マクロ往還」を実現する仕組みの一つが、時間表示軸のズームイン・ア

ウト機能であるが、時間幅の小さな事象データをズームアウト表示画面上でクリックして指

定することが難しい。これも改善が必要である。 
また、県誌・大事記の和訳データのように、研究途上で校正が未了の生データに対しては、

検索・表示と同時に校正・編集し、それを元データに反映させたい。いわば、検索・解析機

能と編集機能の合体であり、HuTime をワンストップ的なインタフェースとする考えである。 
３次元時空間モデルでは、主題軸も重要な要素である。各種のデータに主題を複数設定で

き、それらの中から検索対象を選択できる機能も望まれる。上述と同じく、表示・検索しな

がらデータに主題を追記し、それが元データにも反映される編集機能も望ましい。主題を記

述する際の補助機能として、編集機能に用語シソーラスを組み込むことも望まれる。もとよ

り用語シソーラスの構築自体は困難な課題であるが。民族学・文化人類学関連で言えば、HRAF
（Human Relations Are Files）の OCM（Outline of Cultural Materials）コードが、その候補とな

るかも知れない。 

 
６．HuTime 展開の方向性について 
雲南県誌のような文書資料は、データの構造化・正規化の課題を提起する。時間値や空間

値が明確な観測データや統計データとは異なり、１件の文書には、時間的に異なる事象、空

間的に異なる事象、複数の「主題」に関わる事象、関連事象、など、複数の事象が含まれる

ことが多い。事前にこれらを複数の事象データに分解するためのエディタを用意すべきか。

また、１件の文書に、意味の異なる時間、空間が記載されている場合がある。例えば、土器

を対象とする１件の文書に、その製作時期、発掘時期、などの事象が記載されている場合で

ある。時間値や空間値に、その意味を示すタグを付け、タグ別に表示・検索する機能を備え

るかどうか。など、も要検討事項である。 
HuTime や HuMap を事象間の相関関係を見出すためのツールとするうえで、検索/表示画面

での、データ間の関連性を表記・付加する機能は不要であろうか。対象データの再整理や絞

込に有効と考えられる。 
また、筆者がこれまで Cyclonicle として提唱しているように、季節性や周期性を持った事

象を解析するうえで、また周期性を発見するうえで、絶対時間軸だけではなく相対時間軸を

導入することも望まれる。何らかの数値化と自己相関解析による自動判別手法もあり得るだ

ろうが、人文社会系の資料では、人間の目による周期性の発見も、知の営みの一部と考えら

れるからである。 
ただしこれら要望は、ソフトウェア実現可能性、代替手法も含め総合的に検討すべきだろ

う。 
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海域アジア交易の時空間マッピング 
－HuTime による『歴代宝案』・『唐船輸出入品数量一覧 1637～1833 年』分析の試み－ 

 

柴山 守（京都大学東南アジア研究所） 

 

１．海域アジア交易の時空間マッピングのねらい 
 本研究は、「海域アジア」（桃木 2008）の視座から、15～18 世紀のジャンク船によるアジア諸国間貿

易、19～20 世紀の華僑・華人ネットワークと華僑経済圏におけるヒト・モノ・カネの実体的関係を史資

料、研究成果をもとにして計量可能な属性をもつ実データと、計量不可能な記述・論述的性格をもつ事

象関係のリンク・参照関係を考慮しな

がら、時空間上に重層化してマッピン

グし、可視化することである。時空間

（事象、位置、時間から 3 次元空間）

上へのマッピングには、双方向性やネ

ットワーク性に注目して空間分析・ネ

ットワーク分析、及び通時的分析を行

う（図 1 参照）が、その手法のひとつ

として、時空間解析ツールHuTime, 
HuMap などを用いる。これらの分析

から海域アジアの通時的分析や事象

間の特徴を抽出する。そして、これま

での仮説や通説との比較・検討を行い、

新たな知識の発見への可能性を探る。 
 
２．琉球国外交文書『歴代宝案』と南島交易 
 琉球国における『歴代宝案』（沖縄県 1992）は、琉球王国と中国の明・清王朝や朝鮮のほか、

暹羅（タイ・アユタヤ王朝）、安南（ベトナム）、爪哇（ジャワのマジャパヒト王国）、旧港（スマ

トラ島のパレンバン華僑王国）、満刺加（マラッカ王国）、仏太泥（パタニ王国）など東南アジア

諸国との 1424 年から 1867 年に至る 443 年間の外交文書を集成したもので、明・清二代の対中国

関係文書が大半を占める。この『歴代宝案』は、第一集から第三集、別集、目録の計 270 巻とし

て編集されてきた。この宝案は、「関係史料が十分でない琉球国の歴史、特にその対外関係史の基

本史料として重要である」と共に四百数十年に渡る「前近代の東アジアの国際関係のあり方、い

わゆる冊封体制・朝貢貿易を知る上で貴重な文献である」とされ、内外の研究者に注目されると

共に、これまでに数多くの研究が進められてきた。 

本報告では、前述の朝貢貿易と冊封体制下における琉球国と暹羅国（タイ国）の交易について、

HuTime を使って文書の特徴をみる。特に暹羅国との交易は、日タイ交流 600 年の歴史を見る上で

極めて貴重な史料である（石井 1987）。『歴代宝案』第一集(1,037 通)に記載される暹羅国との関係

に関する記録は、1425 年から 1674 年間に、69 通が存在する。例えば、「中山王より暹羅国あて、

磁器・蘇木等の自由な売買の許可についての咨文（1425 年）」では 

図 1  海域アジア交易研究の概要 

9

報告３ （柴山）

発表資料は41～44ページ



40-02 琉球国中山王、進貢の事の為にす。切に照らすに、本国は貢物稀少なり。此が為、今、正使浮
那姑是等を遣わし、 仁字号海船に坐駕して、磁器を装載して、前みて貴国の出産地面に往き、胡椒・ 
蘇木等の貨を収買 1)して回国し、以て大明御前への進貢 2)に備えんとす。仍、礼物を備えて詣り前みて
奉献し、少しく遠意を 伸ぶ。幸希わくは収納せられよ。なお、煩わくば、今、差去わす人員は早き
に及びて打発し、風迅に赶趁して回国するを聴さば、四海一家永く盟好を通ぜしむるに庶からん。い
ま、奉献の礼物数目を将て後に開坐す。須く咨に至るべき者なり。 
 今、開す．織金段五匹 素段二十匹 腰刀五柄 摺紙扇三十柄 硫黄五千斤 今報じたるは二千五
百斤正 大青盤二十箇 小青盤四百箇 小青碗二千箇 3)． 
 右、暹羅国 4)に咨す．洪煕元年 月 日 5)．咨す．（原文は漢文表記である） 

 

上記の咨文（しぶん：国王間での交わされる文書）では、相手国 4)、日付 5)、目的 2)、暹羅国から

の収買品 1)、暹羅国への礼物 3)が記載され、自由な交易の許可を求めていることが判る。また、本

文書には、咨文のほか使者や船籍証明書にあたる「執照」、相手国からの回答にあたる「回咨」が

ある。ここでは、HuTime を使って「執照」を検索してみる。 

 

 
図 2 HuTime による「執照」記録の年表表示結果 

 
図 2 の検索・表示結果から「執照」記録は 1510～1570 年に偏っている。1425 年「咨文」で始

まった交易を請う文書は、1510 年以降「執照」に変わった。つまり、交易上のルールやシステム

に変化があったのではないか、との発見に繋がった。また、検索結果（巻 42-04：右下のウィンド

ウ）には、使者、乗員名と役割、船のサイズ（150 人乗り）などの詳細が判る。また、詳細表示

の結果から、例えば使者名で再検索をすると同じ人物がどこへ、いつ派遣されたが判る。 
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４.「陶磁器が語る交流－九州・沖縄から出土した東南アジア産陶磁器」 

日本各地の遺跡で発掘されたタイ、ベトナム、その他東南アジア産の陶磁器は、「陶磁器が語る交

流」（東南アジア考古学会 2004）に示されている。本報告では、大阪・堺、福岡・博多、大分、長

崎、鹿児島、沖縄県の各遺跡で発掘された詳細な考古データが掲載され、陶磁器の種類、形状、紋様

から産地の窯、製造年代が推定されている。また、ベトナム中部のホイアンで発掘された発掘データ

（菊池 [7]）では、中国産の陶磁器が報告されている。このデータの中には、日本の肥前で製造され

た陶磁器が含まれる。こうした報告書を HuTime で時空間マッピングすることで海域アジア交易を把

握する機会になる。なお、本研究で用いる陶磁器データは 1,645 点である。これらを、タイ、ベトナ

ムと日本の産地と出土関係について、現在時空間マッピングを進めている。 

 

５. 『唐船輸出入品数量一覧 1637～1833 年』（永積 1987） 
 江戸幕府の鎖国下における 17 世紀～19 世紀、長崎に入港した唐船について、永積洋子が近世

初期平戸オランダ商館の記録を調査、復元した。これが『唐船輸出入品記録数量一覧 1637-1833
年』である。本記録には、輸入船数 1613 船、3151 品目、輸出船数 884 船、530 品目、輸出入品

数総数約 40,000 点（調査：柴山）が記載されている。本記録資料に示される交易は、東アジア、

東南アジアに至る。まず、本記録に

記載されている輸出入船数を

HuTime で表示してみる。 
図 3 は、江戸幕府による鎖国政

策が始まった直後の 1637～1833
年に至る年毎の唐船輸出入船数を

プロットした結果である。1683 年

から 1718 年の間にはデータが存

在しない。記録の存在する全期間

に長崎に入港した唐船は、乍浦船

309 回（19.2%）、安海船 191 回

（11.8%）、南京船 90 回（5.6%）、

福州船 67 回（4.2%）、寧波船 52 回

（3.2%）、広南船の順になる。また、

輸出船では、乍浦船 78 回（8.8%）、

南京船 60 回（6.8%）、四番船 54 回

（6.1%）、ニ番船 54 回（6.1%）、五

番船 53 回（6.0%）、寧波船 52 回

（5.9%）である。『歴代宝案』では

暹羅国との交易に関する記録を調べ

た。本記録についても、暹羅国との

交易について調べる。暹羅船は、35

回（2.2%）の入港があり、6 回（0.6%）

図 3  輸出入船数マッピング

図 4  暹羅船の輸出入船数マッピング
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出港である。これを図 4 に示す。輸入では 263 品目（細分類）、輸出では 35 品目である。 

事例－輸入品目と江戸末期疫病の関係 

 唐船の輸入品目と当時の社会状況の関連を調べて見る。長崎大学薬学部の報告（2007）に、近

世日本の梅毒について、つぎのような記述がある。「当時、梅毒の治療薬としては山帰来[別名：

土茯苓）]が広く用いられた。江戸時代、多くの薬が中国から長崎に輸入されていたが、最も多く

輸入されたのが山帰来である。1754 年（宝暦 4 年）にはおよそ四百トンが輸入され、これはその

年の中国船による輸入薬物の 46%に当たる。この量は九十万人以上の患者一ヶ月分の用量に当た

ると推測されている」。この記述から山帰来と他薬種の輸入状況を調べた。山帰来は、鎖国以降、

1833 年まで計 4,000 トンが輸入され、梅毒の流行時の山帰来の輸入は、図 5 に示した分布である。 

 

 

         図 5  日本における疫病の流行と唐船による薬種の輸入 

 

文献 
石井米雄・吉川利治 (1987) 日タイ交流 600 年史、講談社． 
沖縄県(1992) 歴代宝案校訂本、沖縄県． 
東南アジア考古学会(2004) 「陶磁器が語る交流」シンポジウム、東南アジア考古学会． 
長崎大学(2007) http://www.ph.nagasaki-u.ac.jp/history/research/cp1/chapter1-1.html 
永積洋子(1987) 唐船輸出入品数量一覧 1637～1833 年、創文社． 
桃木至朗 (2008) 海域アジア史研究入門、岩波書店． 

12



ガバナンスの重層性を環境史にあらわす 

辻野亮（総合地球環境学研究所） 

 

１．列島プロの取り組み 
総合地球環境学研究所の研究プロジェクト D-02「日本列島における人間−自然相互関係の

歴史的・文化的検討」（通称：列島プロ）は，歴史的あるいは文化的な視点から日本列島にお

ける人と自然のかかわりを再検討しようというプロジェクトである．2006 年 4 月から 2011
年 3 月までの 5 カ年計画で，湯本貴和リーダーと 100 人を超えるメンバーらが共同してプロ

ジェクトに取り組んできた．2010 年は最終年度であり，これまでプロジェクトで行ってきた

さまざまな研究例を統合するツールとして HuTime を用いたので報告する． 
 

２．日本列島が生物多様性ホットスポットである 3 つの仮説 
日本列島地域は国際環境 NGO のコンサベーション・インターナショナルが定めた生物多様

性ホットスポットとされている（Mittermeier 2004）．生物多様性ホットスポットとは，地球規

模で生物多様性が高いにもかかわらず破壊の危機に瀕している地域のことをいい，世界中で

34 箇所が示されている（辻野 2010）．ホットスポットの生物多様性を保全できなければ，絶

滅の危機に瀕して消滅しつつある生物の大半を失ってしまうといわれている． 
日本列島地域には維管束植物が 5629 種，そのうち固有種は 1950 種（35%）生育しており，

生物多様性と固有性が高い．しかしながら，陸域面積（373,490 km2）のうち，現存する原生

植生はその 20%程度であり，人口密度も 336 人/km2と非常に高く，また開発や里山の放棄，

侵略的外来生物によって生物多様性が危機にさらされている．日本列島で生物多様性がこれ

まで維持されてきたのはどのような要因によるのだろうか．ここで３つの仮説を提案したい

（湯本 2010）． 
ひとつ目の仮説は，「多様で豊かな自然環境仮説」である．日本列島は比較的温暖で湿潤な

環境条件を有していて，しかも多様な環境条件があったために多様な生き物が生息すること

ができた．とする仮説である．たしかに日本列島は南北に長く，また垂直方向にもさまざま

な環境条件を持つし，比較的温暖で湿潤だから生物多様性を涵養する条件はそろっている．

二つ目の仮説は，「逃避地仮説」である．日本列島はアジア大陸と何度も地質学的時間スケー

ルで接続・分断していたために，大陸から生き物が流入しては隔離される歴史を繰り返し，

列島内で独自の進化を遂げた．また，氷期になっても生物は日本各地に残った逃避地で生き

延びたことによって生物多様性が維持されたと考えられる．三つ目の仮説は，「「賢明な利用」

仮説」である．日本列島では古くから「人と自然の調和的な関係が長く維持されてきた」た

めに生物多様性が維持された．あるいは，日本という人口稠密地帯でも生物多様性が損なわ

れないような、持続的な資源利用または「賢明な利用」を行ってきたのではないかと考えら

れる．ここではとくに三つ目の「賢明な利用」仮説について議論したい．他の二つの仮説は

十分蓋然性があるのでここでは議論しない． 
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３．「賢明な利用」仮説 
果たしてほんとうに「人と自然の調和的な関係が続いてきた」のだろうか？人と自然のか

かわりと一口に言っても，「人間」も「自然」もともに大きな枠組み同士なので，どちらもつ

かみ所のない存在である．しかしながら人間や自然の中のある要素に限ってみれば，案外わ

かりやすい関係を見ることができる．たとえば，人間の側からは資源利用の主体を取り出し，

自然側からは個々の生き物を取り出してそれらの関係を描くと具体的なかかわりが見えてく

る．このような個別関係をたくさん重ね合わせたり，ある資源利用による波及効果を見出す

ことで，全体としての人と自然のかかわりの歴史を描けるだろう．したがって，この疑問点

を明らかにするために，二つの方向から取り組んだ． 
ひとつは人と自然のかかわりの現れである個別の生物資源利用を，歴史的・文化的・生態

的にひとつひとつ検討し，しかもさまざまな事例を統合的に解析することで，どのような要

因が生物資源利用の持続と破綻をわけているのかを明らかにすることである．これによって

生物資源利用の持続と破綻におよぼす普遍的な要因と対応を明らかにできると考える．もう

ひとつは，個別の資源利用の事例を歴史の中に再配置して捉えなおすことで，全体としての

人と自然のかかわりを明らかにしようという取り組みである． 
 

４．個別事例の研究例としての「近代における哺乳類の乱獲」 
人間が日本列島に住みつく以前から人は野生哺乳類をさまざまな用途に利用しており，人

と哺乳類のかかわりは深かった．たとえば，さまざまな中大型哺乳類が食肉として食べられ

ていたことがわかっているし，哺乳類の皮革や毛皮も用いられてきた．一方でニホンジカや

カモシカ，イノシシ，ニホンザル，ツキノワグマなどは田畑や里に出てきて農業被害をもた

らす動物として知られているし，ニホンジカやツキノワグマは植林木の樹皮を剥ぐ林業被害，

特にツキノワグマは養蜂被害や人間との遭遇事故を起こしている．縄文時代（12000-2400 年

前）と江戸中期（1730 年代），現代（1978 年頃と 2000 年頃）における中大型哺乳類の分布を

既存のデータベースを用いて分布変遷を概観すると，縄文時代から近世まではほとんど変わ

らないのに，近世から現代にかけては分布域が減り，現代は拡大している（Tsujino et al. 2010）．
この現象をいかなる歴史的文脈で解釈するかという目的で HuTime を用いた． 
まず，人と哺乳類のかかわりを明らかにするために関連するような書籍や論文，さらに一

般社会的な出来事のなかから関連しそうな情報を抽出してゆき，HuTime に投入可能な形に成

型した．たとえば，狩猟の歴史（田口 2004）や毛皮とのかかわり，哺乳類の絶滅した年代，

日本史の教科書からは当時の社会状況などの情報を抽出した．これらのデータを HuTime に

投入して可視化すると，どうやら哺乳類の「絶滅」や「地域絶滅」，「激減」というキーワー

ドが近代に集中しており，近代に分布パタンが大きく変わったことがわかった．では近代と

はどういった時代で，どのような要因が哺乳類の分布変化に寄与していたのかについて，い

くつかの作業仮説を立てて，それぞれを HuTime の中で検討した． 
現代において哺乳類が分布拡大している要因は，温暖化によって哺乳類の生息適地が増え

たからだとも考えられていることから，ひとつ目の仮説として気候変動を挙げた．気候変動

を示すデータとしては，Moberg et al (2005) にあった気温の経年変化の図をデジタイズして，
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HuTime に投入したところ，絶滅が起こった近代は多少寒く，分布拡大が起こっている現代で

は暖かった．しかしながら，近代よりも近世の方が寒かったにもかかわらず，哺乳類は広域

に分布していたことから，気温の変化が分布変化の主要因とは考えにくいと判断した． 
次に，人間による森林開発が哺乳類の生息地を減少させてしまったために，近代に哺乳類

が減少してしまったのではないかとの仮説を取り上げた．別の研究事例で作成していた森林

関係のデータを HuTime に投入して可視化した状態で検討したところ，近代にはたしかに森

林開発や過剰な森林利用が行われてはいたもの，それは現代においても同様で，むしろ広葉

樹が生育する森林を切り開き，針葉樹の人工林にしたり宅地にしたりして，哺乳類の生息適

地を減少させてきた．森林開発はもちろん分布変遷の要因になりうるものの，主要因とは考

えにくいと判断した． 
最後に検討したのは狩猟圧である．狩猟の歴史と哺乳類の「絶滅・激減」の起こった年代

を照らし合わせてみると，よく一致することがわかった．すなわち，明治時代に入って，狩

猟規制が緩和されたり，新型の銃が開発・普及したり，毛皮の需要が高まったり，といった

要因が明治に入ってから大正時代，あるいは昭和初期まで続いていた．また人口もこの時期

に増えたことから狩猟圧は分布変化の主要因と考えられる． 
さて，このようにしてさまざまな個別事例を見てゆくと，生物資源の利用には持続する場

合もあれば破綻する場合もあった．枯渇的な資源利用が行われても，社会的な条件が変われ

ばそのうち回復する事例や，里山のように成功的な事例に見えてもはじめから成功していた

わけではないことがわかった．このような事例を集めて生物資源の利用が持続するか破綻す

るかの要因を見てみると，「資源管理をすれば持続しやすい」などの当たり前のことがわかっ

た（辻野 2011 印刷中 b）．資源をだれがだれのために管理して利用するかという重層的環境ガ

バナンスがどのように効いているかによって，資源管理の成否が左右されることが示唆され

た．しかしながら，複雑に関係する重層的環境ガバナンスがどのように寄与しているかを解

明するにはいたっていない．また，環境史年表にどのようにあらわすかも課題として残され

た． 
 

５．人と自然のかかわりの歴史 
ここまで「近代における哺乳類の乱獲」の事例を探求することで得られた歴史的出来事（年

表データ）を取捨選択することで，縄文時代以降の人と哺乳類のかかわりの歴史を HuTime
で描くことができた．次に，人と哺乳類のかかわりだけでなく，森林利用や開墾，草地の利

用，社会事情，人口の歴史を，とくに紀元以降の歴史を重ね合わせて理解することに取り組

んだ．すなわち，これらの年表データや数値データをテーマごとに HuTime に投入して別々

のカラムに表示して，人と自然のかかわりの歴史を可視化した． 
HuTime で描かれた図は年表データや数値データの羅列であって，一見して人と自然のかか

わりの歴史が概観できるものではなかった．さらに，ひとつひとつの年表データには他のデ

ータとの因果関係や波及効果でつながれた関係を示したい．これらの点を解決するために，

１）HuTime の図をイラストレータにインポートして見た目のよい図に成型しなおして環境史

年表を作成した（辻野 2011 印刷中 a），２）環境史年表の中に見出された因果関係や波及効果
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を説明する文章を作文した（辻野 2011 印刷中 a），さらに３）自己説明的な図にするために，

個別の年表データを因果関係や波及効果の矢印でつないだ．このようにして人と自然のかか

わりを 2000 年の時間スケールで概観したところ，日本列島地域では人と自然の調和的なかか

わりもあったものの，その逆もあった．自然利用が破綻する事例が過去に何度もあり，「人と

自然の調和的な関係が続いてきた」という言説は否定される．  
 

４．まとめ 
人と自然のかかわりを個別の要素同士のかかわりとして辿り，人と自然のかかわりの歴史

を描くという作業を，HuTime で可視化することによって，年表データの欠落や因果関係の背

景，波及効果が見えてくる．これまで歴史学者の頭の中にあった年表をわけだ．そこからさ

らにデータの厚みを加えることで，より詳しく環境史を明らかにすることができる．さまざ

まな書籍や文献を読みこなして関連するデータを入力することは重要であるが，一方で膨大

な年表データの中からどの年表データが重要なデータであるのかを見出して，いかに情報の

取捨選択をするかもやはり重要な作業である． 
HuTime は，歴史的な事象を一覧できるので，時系列に沿った事柄を考える手助けとしては

その能力が十二分に発揮されるが，そこから見出された因果関係や波及効果を表示したり，

誰が誰のために行為が行われたのかという環境ガバナンスの重層性を表すことはまだできて

いない．因果関係の矢印やガバナンスの重層性を表示するプログラムを加えることは可能で

あろうが，むしろ時間軸に沿った考えを可視化して整理するのに役に立つソフトウェアであ

ると，辻野は感じた． 
 

文献 
Mittermeier RA (2004) Hotspots Revisited. CEMEX, Mexico.  
Moberg A, Sonechkin DM, Holmgren K, Datsenko NM, Karle´n W (2005) Highly variable Northern 

Hemisphere temperatures reconstructed from low- and high-resolution proxy data. Nature 433: 
613-617.  

田口洋美 (2004) マタギ―日本列島における農業の拡大と狩猟の歩み―．地学雑誌 113: 
191-202． 

Tsujino R, Ishimaru E, Yumoto T (2010) Distribution patterns of five mammals in the Jomon period, 
middle Edo period, and the present, in the Japanese Archipelago. Mammal Study 35: 179-189. 

辻野亮 (2010) 生物多様性のホットスポット―生態系保全のトリアージ．総合地球環境学研究

所編『地球環境学事典』弘文堂，東京都，pp.162-163． 
辻野亮 (2011 印刷中 a) 日本列島での人と自然のかかわりの歴史．矢原徹一・松田裕之編『日

本列島の三万五千年―人と自然の環境史 1―環境史とはなにか』文一総合出版，東京都． 
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中国における日本住血吸虫症関連の歴史資料整理・歴史研究への

Hu-Time の利用 

 

福士由紀（総合地球環境学研究所）、飯島渉、顧雅文、市川智生、久保田明子、門司和彦 

 

１．中国における日本住血吸虫症関連歴史資料収集の経過について 
 

 総合地球環境学研究所「熱帯アジアの環境変化と感染症」プロジェクト（代表：門司和彦）

では、2008 年度より上海交通大学、雲南大学、台湾国立彰化大学との連携の下、中国大陸に

おける日本住血吸虫症およびマラリアの流行情況と、その対策に関する歴史資料の収集、整

理を進めてきた。 
 本報告では、これまで収集してきた資料の中で、現在最も資料整理作業が進んでいる雲南

省の住血吸虫症関連の歴史資料の一部の、Hu-Time を利用した整理の試みについて報告した。 
 雲南省における日本住血吸虫症関連歴史資料は、大理市、大理州、麗江県、巍山県、鶴慶

県などの関連所蔵機関から画像ファイルとして収集済みである。年代的には 1950 年代から

1980 年代が中心となっている。 
 

２．資料データの整理 
 

 収集された歴史資料に関するデータは、現在、青山学院大学飯島渉研究室および台湾彰化

大学において整理作業を進めている。雲南住血吸虫症関連歴史資料は、①行政資料（○○市、

○○県）、②専門機関資料、③刊行物（資料彙編與出版物）の 3 種類に分類できる。 
 これらの資料は、fond (雲南資料／江南資料)―subfond（所蔵先別資料名）―series（案巻名）

―file（案巻内の各ファイル名）のレベルでデータ整理を行っており、更に、GIS 分析の可能

性を探るため、File レベルの内容に含まれる主要な地名（Level 1 全国・全省・地級行政区／

Level 2 県級行政区／Level 3 郷級行政区／Level 4 行政村）もピックアップしている。 
 本報告では、既に整理済みのデータシートを利用し、雲南省麗江市麗江県の日本住血吸虫

症関連歴史資料を Hu-Time を利用して整理することを試みた。 
 

３．Hu-Time を利用しての資料整理の試み（麗江県関連資料） 
 
 麗江市は麗江納西族自治県、永勝県、華坪県、寧蒗彝族自治県の 4 県を有する。本プロジ

ェクトが注目するのは、このうち麗江納西族自治県（麗江県）である。麗江県は麗江市西部

に位置し、本プロジェクトでは、雲南大学歴史系との連携の下、1970 年代から当該地域の郷

村医として活動し 1980 年代には住血吸虫対策にあたった経験を持つ人物等からの聞き取り

調査も計画しており、歴史資料分析と合わせて、より立体的な住血吸虫症対策の歴史像を描

発表資料は51～54ページ17
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くことが可能な地域であると考えている。 
 整理済みのデータシートからは、麗江県の住血吸虫症に関する歴史資料は、麗江市、麗江

県だけでなく大理州、大理市、鶴慶県などの関連機関にも一部所蔵されていることが確認で

きた。 
 Hu-Time を利用することで収集済み資料の年代的傾向を視覚的に確認しやすく整理するこ

とが可能であった。本プロジェクトで現在収集済みの麗江県・住血吸虫症関連資料は、年代

としては 1950 年代半ばから 1960 年代半ばに集中しており、ちょうど大躍進運動期（1958 年）

大躍進後の三年困難期（1960～63 年）という特徴的な時期のものが多い。また、画像をリン

クさせることで、原資料に容易にアクセス可能な形での資料整理も試みた。 
 

４．まとめと展望 
 

 今回、資料整理のツールとして Hu-Time の利用を試みた印象としては、第一に資料年代の

明確な可視化機能は、研究の着想を得るために有用であると感じられた。また画像とリンク

させることが可能な点は、本プロジェクトのように、画像データとして資料収集を行ってい

る場合、資料保存という意味での有用性もあろう。 
 今回の Hu-Time の利用はあくまで資料整理を目的としたものであった。今後は、歴史資料

自体の内容の検討を行う中で、歴史研究・分析・表現のツールとしての Hu-Time の利用を試

みたい。本プロジェクトにおいては、まずは今回資料整理を試みた雲南省の住血吸虫症の流

行推移と環境変化、対策の変遷の歴史研究において Hu-Time を利用したいと考えている。実

際の研究・分析を進める中で、時間解析ツールと歴史学研究・地域研究との符合点、矛盾点

がより明確になるものと思われる。 
 また今後は住血吸虫症関連歴史資料だけでなく、本プロジェクトにおいて既に整理済みで

ある British Parliamentary Papers（英国議会資料）の感染症動向記事や、現在、収集・整理中

である明清時期の寄生虫病に関する中国医案（カルテ）資料などのデータ分析の際に Hu-Time
を利用することでも、研究・分析・表現のツールとしての Hu-Time の利用可能性を探ること

としたい。 
 

参考文献 
飯島渉「感染症の流行に関する歴史データの整理とその国際保健・疫学への応用」（『アジア

遊学』113 号、2008 年 8 月） 
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総合討論 
 

総合討論の中で検討された主要な課題は下記のとおりである。 
 

【HuTime 全般】 
・ 研究の入り口での利用に有用性がある。データの欠落している期間やデータの厚い期間

を見極めながら、今後の研究戦略の策定に役立てることができるのではないか。 

・ 時間軸上に情報を展開することにより、文書だけでは見えてこない関係が見えてくる。

文書の中身まで対象にできれば新たな需要が生まれる。TEI（Text Encoding Initiative）
のようなコンテンツをマークアップする仕組みが応用できるのではないか。 

・ HuTime で作成されたデータをオープンにして共有することにより、関連する研究が促

進される。地理情報のクリアリングハウスのような仕組みが必要である。 

・ もうすこし気軽に使えるようになると良い。マニュアルの整備とともに、簡単なガイド

のようなものも必要。 

 

【HuTime の機能】 
・ データ作りの難しさが利用の障害となっている。Excel などでのデータ作成がもう少し

容易になると良い。Excel 用のアドインを作成し、Excel から直接 HuTime 用のデータを

保存する方法も考えられるのではないか。 

・ 文字コードの扱いが初心者にわかりにくい。例えば、Excel で Unicode テキストを指定

して保存した場合、UTF-16 で保存されるが、HuTime は UTF-8 である。 

・ CSV ファイルをインポートした際にデータセット名がファイル名となるように、逆に、

レイヤをエクスポートした際にデータセット名がファイル名となるようにならないか。 

・ プロジェクトを入れ子にすることを HuTime 上から操作できない。 

・ 既定外の項目を CSV ファイルに入れた場合、レコード詳細では表示されるが、検索で

は当該項目を指定して検索することができない。 

・ レイヤ間の関連付けや、レイヤをまたいだレコード同士の関連付け、それを画面上に表

現する機能があると良い。レコード間の関連付けを利用すれば、HuTime のデータをそ

のまま UML のアクティビティ図などに展開できるのではないか。 

・同一のレイヤ内でレコードを色分けする機能が欲しい。 
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携
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時
間
情
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情
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携
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検
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複
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検
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追
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携
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デ
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デ
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連
携
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よ
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元
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デ
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デ
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デ
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l 
pr

ob
le

m
s

C
ha

ng
e 

of
 

cr
op

雲
南

省
の

生
態

史
に

お
け

る
相

関
関

係
例

ア
ヘ

ン
栽

培
禁

止
政

策
に

伴
う

周
辺

へ
の

影
響

G
lo

ba
l 

m
ov

em
en

ts
G

lo
ba

l l
ev

el
G

ro
w

in
g 

po
pp

y 
is

 
tr

an
sf

er
re

d
to

In
cr

ea
se

 o
f 

ru
bb

er
-d

em
an

d R
ub

be
r

Fo
un

da
tio

n 
of

 C
hi

na
 in

 
19

49

M
od

er
ni

za
tio

n

B
an

 o
n 

gr
ow

in
g 

op
iu

m
 p

op
py

En
co

ur
ag

in
g 

sh
ift

 to
 o

th
er

 
ca

sh
 c

ro
ps

N
at

io
na

l o
r 

re
gi

on
al

 le
ve

l

tr
an

sf
er

re
d 

to
 

ne
ig

hb
or

in
g 

re
gi

on
 

lik
e 

La
os

R
ub

be
r 

gr
ow

in
g 

in
 L

ao
s

+

Lo
ca

l l
ev

el
R

ub
be

r 
gr

ow
in

g
D

am
ag

e 
to

 
en

vi
ro

nm
en

t

Li
fe

st
yl

e 
ch

an
ge

: e
g.

D
ec

lin
e 

of
 p

as
tu

ra
ge

 
of

 b
uf

fa
lo

s

３
次

元
時

空
間

モ
デ

ル
に

お
け

る
相

関
関

係
の

連
鎖

時
間

x 
テ

ー
マ

面
へ

の
写

像
＝

テ
ー

マ
（
主

題
）
年

表
の

集
合

こ
の

可
視

化
ツ

ー
ル

が
H

u
T
im

e
各

ス
ロ

ッ
ト

が
、

テ
ー

マ
（
主

題
）
年

表
に

相
当

す
る空

間
軸

テ
ー

マ
（
主

題
）
軸

空
間

x 
テ

ー
マ

面
へ

の
写

像
＝

テ
ー

マ
（
主

題
）
地

図
の

集
合

こ
の

可
視

化
ツ

ー
ル

が
H

u
M

ap
各

ス
ロ

ッ
ト

が
テ

ー
マ

（
主

題
）
地

図
に

相
当

す
る

時
間

軸
気

象
政

治
農

業
交

通
・
通

信

33

発表資料 発 報告２ （久保）



共
有

ア
ー

カ
ブ

ズ
と

し
て

の
３

次
元

時
空

間
モ

デ
ル

:
基

礎
デ

ー
タ

、
解

析
済

デ
ー

タ
、

仮
説

や
知

見
の

共
有

に
よ

る
知

の
共

創

空 間 軸
気

象
学

か
ら

の
研

究
資

源

社
会

学
か

ら

共
有

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
ま

た
は

ア
ー

カ
イ

ブ
ズ

事
象

記
述

の
集

合

標
準

化
の

過
程

気
象

政
治

農
業

交
通

・
通

信
時

間
軸

民
族

学
か

ら
の

研
究

資
源

経
済

学
か

ら
の

研
究

資
源

社
会

学
か

ら
の

研
究

資
源

多
分

野
か

ら
の

研
究

資
源

研
究

者
の

個
人

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

:

他
の

デ
ー

タ
を

加
え

る
こ

と
に

よ
る

、
自

身
の

仮
説

設
定

と
検

証

繰
り

返
し

の
過

程

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

異
分

野
研

究
者

と
の

共
有

雲
南

県
誌

・
大

事
記

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

作
成

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

•
総

合
地

球
環

境
学

研
究

所
に

お
け

る
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「
ア

ジ
ア

・
熱

帯
モ

ン
ス

ー
ン

地
域

に
お

け
る

地
域

生
態

史
の

統
合

的
研

究
：
19

45
－

20
05

」
（
代

表
: 秋

道
智

彌
）

の
サ

ブ
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

発
足

•
地

域
生

態
史

の
研

究
素

材
と

し
て

雲
南

省
各

県
の

県
誌

に
着

目
; 

ht
tp

://
w

w
w

ch
ik

yu
ac

jp
/e

co
hi

st
or

y/
an

nu
al

re
po

rt2
00

4/
9c

hr
on

ic
le

20
04

pr
pd

f
ht

tp
://

w
w

w
.c

hi
ky

u.
ac

.jp
/e

co
hi

st
or

y/
an

nu
al

re
po

rt2
00

4/
9c

hr
on

ic
le

20
04

pr
.p

df
 

行
政

単
位

Pr
ov

in
ce

省

数 34

県
誌

発
刊

計
画

中
の

数 24
90

20
00

年
ま

で
に

発
刊

済
み

の
県

誌

15
83

県
誌

刊
行

：
中

国
の

国
家

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

Pr
ef

ec
tu

re
市

／
地

級

C
ou

nt
y 

県

33
3

28
61

94
4

24
47

60
4

21
00

雲
南

省
に

は
16

 市
と

12
8 

県
が

あ
る

34



雲
南

県
誌

・
大

事
記

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

:
生

態
史

分
析

の
た

め
に

・
各

県
誌

に
は

、
歴

史
事

象
が

時
間

順
に

テ
キ

ス
ト

で
記

述
.

・
カ

バ
ー

す
る

時
間

: 有
史

以
来

、
特

に
19

49
年

の
中

国
成

立
以

降
は

詳
細

、
19

90
年

代
ま

で
.

問
題

点
：
記

述
の

精
度

や
事

象
の

選
択

は
県

ご
と

の
編

集
方

針
に

よ
り

差
異

が
あ

る
. 

し
か

し
、

他
の

資
料

や
デ

ー
タ

を
参

照
す

る
こ

と
で

、
県

誌
は

、
環

境
、

農
業

、
交

易
、

経
済

政
策

社
会

文
化

国
際

関
係

を
含

む
生

態
史

の
大

局
的

な
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
の

済
、

政
策

、
社

会
、

文
化

、
国

際
関

係
を

含
む

生
態

史
の

大
局

的
な

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

の
把

握
に

有
益

. 

そ
こ

で
、

各
県

誌
の

「
大

事
記

」
部

分
の

和
訳

と
ア

ー
カ

イ
ブ

ズ
化

を
試

み
た

.
現

在
、

12
8県

中
の

49
県

の
大

事
記

和
訳

デ
ー

タ
を

H
uT

im
eに

よ
る

解
析

を
試

行
中

．

雲
南

県
誌

20
05

年
1月

、
購

入
昆

明
に

て
地

球
研

に
収

め
ら

れ
た

県
誌

, A
pr

. 2
00

5

大
事

記
部

分
の

正
規

化
デ

ー
タ

の
例

C
o
u
n
ty

 
N

am
e

Y
e
ar

a

m o n t h

a d di ti o n al

d a t e

a d di ti o n al
.

T
e
xt

B
e
gi

n
 D

at
e

E
n
d 

D
at

e
D

at
e
 

D
is

p
la

ye
d

剣
川

県
1
9
1
2

9 9
9 9

“ 重
九

”
の

蜂
起

の
あ

と
、

1
1
月

初
旬

、
大

理
の

官
、

地
方

豪
族

、
軍

、
民

が
一

つ
に

な
っ

て
反

抗
し

、
“
迤

西
自

治
機

関
部

”
を

成
立

し
、

趙
藩

出
が

総
理

に
推

薦
さ

れ
る

。
1
9
1
2
/
0
1
/
01

1
9
1
2
/
1
2
/
31

1
9
1
2
年

剣
川

県
1
9
1
2

1 2
9 9

剣
川

籍
の

昆
明

の
学

生
、

趙
螽

象
ら

十
数

人
が

故
郷

に
戻

り
、

“
辛

亥
革

命
”
を

宣
伝

し
、

県
役

所
へ

突
入

し
て

刑
具

が
燃

や
さ

れ
、

無
辜

の
数

十
人

の
住

民
が

解
放

さ
れ

る
。

1
9
1
2
/
1
2
/
01

1
9
1
2
/
1
2
/
31

1
9
1
2
年

1
2
月

剣
川

県
1
9
1
3

9 9
9 9

剣
川

州
が

剣
川

県
に

改
称

す
る

。
1
9
1
3
/
0
1
/
01

1
9
1
3
/
1
2
/
31

1
9
1
3
年

剣
川

県
1
9
1
3

4
9 9

県
蚕

桑
伝

習
所

が
設

立
さ

れ
、

湖
桑

【
？

？
】
、

ユ
ー

カ
リ

な
ど

の
種

が
県

境
に

植
え

ら
れ

る
。

1
9
1
3
/
0
4
/
01

1
9
1
3
/
0
4
/
30

1
9
1
3
年

4
月

剣
川

県
1
9
1
3

5
9

県
城

に
郵

政
代

辦
所

が
作

ら
れ

る
1
9
1
3
/
0
5
/
01

1
9
1
3
/
0
5
/
31

1
9
1
3
年

5
月

剣
川

県
1
9
1
3

5
9

県
城

に
郵

政
代

辦
所

が
作

ら
れ

る
。

1
9
1
3
/
0
5
/
01

1
9
1
3
/
0
5
/
31

1
9
1
3
年

5
月

剣
川

県
1
9
1
8

3
1 5

昼
県

内
の

金
華

、
沙

渓
な

ど
で

強
風

が
吹

き
、

樹
木

や
家

屋
が

倒
れ

、
砂

埃
が

天
を

覆
う

。
1
9
1
8
/
0
3
/
15

1
9
1
8
/
0
3
/
15

1
9
1
8
年

3
月

1
5
日

昼

剣
川

県
1
9
1
8

冬
9 9

9 9
傷

寒
病

【
チ

フ
ス

】
が

大
流

行
し

、
多

数
の

死
者

が
出

る
。

1
9
1
8
/
1
2
/
01

1
9
1
9
/
0
2
/
28

1
9
1
8
年

冬

剣
川

県
1
9
1
9

1 2
9 9

剣
川

ペ
ー

族
青

年
の

張
伯

簡
が

、
広

州
か

ら
フ

ラ
ン

ス
へ

苦
学

で
の

留
学

へ
行

く
。

フ
ラ

ン
ス

滞
在

期
間

中
、

張
伯

簡
は

積
極

的
に

共
産

主
義

組
織

の
活

動
に

参
加

す
る

。
1
9
2
2
年

に
“
旅

欧
中

国
少

年
共

産
党

”
が

成
立

し
、

張
伯

簡
は

組
織

委
員

に
選

出
さ

れ
る

。

1
9
1
9
/
1
2
/
01

1
9
1
9
/
1
2
/
31

1
9
1
9
年

1
2
月

H
uT

im
e上

で
の

分
析

例
：
ベ

ト
ナ

ム
と

の
国

際
関

係

友
好

的
な

時
期

非
友

好
的

な
時

期
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降
水

量
デ

ー
タ

と
年

表
記

述
の

突
き

合
わ

せ
例

ア
ヘ

ン
関

係
史

の
仮

説

導
入

期

禁
止

偽
装

期

禁
止

厳
格

化
と

転
作

奨
励

ｲ
ﾀ
ﾁ

ｺ
ﾞｯ

ｺ
期

ア
ヘ

ン
関

係
史

-1
導

入
期

1
8
2
0
－

18
5
0
（道

光
の

期
間

）
紅

河
ハ

ニ
族

イ
族

自
治

州
・弥

勒
県

ア
ヘ

ン
が

輸
入

さ
れ

栽
培

さ
れ

る
。

1
8
3
1

屏
辺

県

雲
南

省
の

辺
境

地
、

民
や

外
地

の
者

、
土

司
の

間
で

漁
利

（ア
ヘ

ン
）が

ひ
そ

か
に

栽
培

さ
れ

て
い

る
。

”
と

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

屏
辺

地
区

の
ア

ヘ
ン

栽
培

は
盛

ん
。

禁
止

の
動

き
1
9
1
7

思
芽

市
・
思

芽

イ
ギ

リ
ス

騰
越

（
現

在
の

騰
冲

県
）
駐

在
領

事
の

義
思

得
、

中
国

騰
越

駐
在

道
尹

【
？

？
】の

由
人

龍
{竜

}、
普

洱
道

尹
【
？

？
】
の

陸
邦

純
が

六
順

、
思

茅
な

ど
の

地
を

訪
れ

、
ア

ヘ
ン

禁
止

の
実

地
調

査
を

す
る

。

禁
止

の
偽

装
期

1
9
2
0

大
理

地
区

・
永

平
県

雲
南

省
は

《
雲

南
禁

煙
処

罰
暫

時
施

行
規

定
》
を

発
布

し
、

“
寓

禁
于

徴
”
、

煙
畑

の
面

積
に

よ
り

、
罰

金
を

徴
収

す
る

政
策

を
行

う
。

永
平

は
実

行
す

る
後

、
ア

ヘ
ン

を
栽

培
し

た
り

、
仕

入
れ

て
よ

そ
へ

運
ん

で
販

売
し

た
り

、
吸

っ
た

り
す

る
ブ

ー
ム

が
再

び
巻

き
起

こ
る

。

1
9
2
0

紅
河

州
・
緑

春
県

国
民

政
府

は
ア

ヘ
ン

に
対

す
る

政
策

を
改

め
、

「
寓

禁
於

征
」
政

策
を

実
施

し
た

が
、

事
実

上
は

栽
培

の
解

禁
と

等
し

い
。

緑
春

地
区

で
ア

ヘ
ン

を
栽

培
す

る
も

の
、

吸
引

す
る

も
の

が
次

第
に

増
え

て
い

く
。

す
る

も
、

吸
引

す
る

も
次

第
増

え
く
。

1
9
2
1

思
茅

地
区

・
瀾

滄
ラ

フ
族

自
治

県

国
民

政
府

が
ア

ヘ
ン

に
対

し
て

“
寓

禁
干

征
【
？

？
】
”を

実
行

し
、

瀾
滄

県
は

ア
ヘ

ン
を

禁
止

し
て

調
査

を
お

こ
な

い
根

こ
そ

ぎ
に

す
る

と
い

う
方

法
か

ら
ア

ヘ
ン

や
ケ

シ
の

畑
か

ら
罰

金
を

徴
収

す
る

と
い

う
方

法
に

改
め

る
。

禁
止

の
厳

格
化

期
1
9
5
0
-
0
9-

1
8

思
茅

地
区

・
景

東
県

県
人

民
政

府
が

ア
ヘ

ン
の

禁
止

を
布

告
す

る
。

明
文

を
も

っ
て

ア
ヘ

ン
の

栽
培

、
使

用
、

売
買

を
禁

止

1
9
6
4

思
茅

地
区

・
西

盟
県

自
治

県
準

備
委

会
民

政
科

が
ケ

シ
の

栽
培

を
禁

止
し

、
救

済
援

助
を

く
れ

る
政

策
(財

政
割

り
当

て
金

4
万

元
)を

実
行

し
、

民
兵

は
強

行
に

ケ
シ

の
苗

を
取

り
除

く
。

そ
れ

か
ら

西
盟

で
ケ

シ
栽

培
の

歴
史

が
終

わ
る

。

小
麦

へ
の

転
作

奨
励

1
9
5
1

紅
河

州
・
紅

河
県

も
と

元
江

県
管

轄
の

浪
堤

大
羊

街
、

車
古

な
ど

の
地

区
で

ア
ヘ

ン
の

栽
培

を
禁

止
し

、
そ

の
土

地
に

は
小

春
作

物
【小

春
期

（
陰

暦
10

月
）に

種
ま

き
を

す
る

、
ム

ギ
や

エ
ン

ド
ウ

な
ど

の
作

物
】
を

代
わ

り
に

植
え

、
初

め
て

小
麦

を
引

き
入

れ
て

栽
培

す
る

。

1
9
5
2

思
芽

地
区

・
瀾

滄
県

県
内

の
大

部
分

の
ケ

シ
畑

を
改

め
て

小
麦

を
植

え
つ

け
、

県
内

全
部

で
5
50

0
0
kg

の
小

麦
を

播
種

す
る

。

1
9
5
4

紅
河

州
・
紅

河
県

ア
ヘ

ン
関

係
史

-2

1
9
5
4

紅
河

州
・
紅

河
県

思
陀

、
落

恐
、

左
能

、
瓦

渣
な

ど
で

次
々

に
ケ

シ
の

栽
培

が
禁

止
さ

れ
、

代
わ

り
に

【小
春

期
（
陰

暦
10

月
）に

種
ま

き
を

す
る

、
ム

ギ
や

エ
ン

ド
ウ

な
ど

の
作

物
】が

植
え

ら
れ

る
。

1
9
5
7

思
茅

地
区

・
西

盟
県

西
盟

が
小

麦
の

種
を

導
入

し
、

無
償

で
大

衆
に

配
る

。
一

部
分

の
ケ

シ
畑

を
小

麦
畑

に
す

る
。

イ
タ

チ
ゴ

ッ
コ

期

1
9
5
1

保
山

地
区

・
龍

陵
県

段
徳

富
が

ビ
ル

マ
か

ら
ケ

シ
の

種
を

持
ち

か
え

り
，

鎮
安

、
白

泥
塘

、
潞

江
壩

な
ど

の
地

で
売

り
出

し
，

先
導

さ
れ

た
農

民
1
0
0
0畝

余
り

を
植

え
付

け
，

県
政

府
が

事
情

を
知

っ
た

後
，

ケ
シ

を
根

こ
そ

ぎ
取

り
除

き
，

扇
動

し
た

も
の

、
植

え
付

け
た

も
の

が
厳

し
く
処

罰
さ

れ
る

。

1
9
8
2
0
4

紅
河

州
・
金

平
県

辺
境

広
播

站
【辺

境
放

送
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
】
は

、
前

後
し

て
ベ

ト
ナ

ム
語

、
ミ

ャ
オ

語
、

ヤ
オ

語
、

ハ
ニ

語
で

「
蕭

条
的

経
済

和
繁

栄
的

毒
品

生
産

」
を

放
送

、
ベ

ト
ナ

ム
当

局
が

中
越

辺
境

に
て

ケ
シ

の
栽

培
を

拡
大

し
、

ベ
ト

ナ
ム

辺
境

地
区

の
民

衆
の

間
で

、
麻

薬
の

売
買

が
蔓

延
、

金
平

に
も

浸
透

し
て

い
る

と
い

う
事

実
を

暴
露

す
る

。
そ

の
後

、
中

国
国

際
放

送
局

（
中

国
国

際
広

播
電

台
）が

「
越

南
社

会
面

面
観

」
と

い
う

番
組

の
な

か
で

、
先

の
放

送
内

容
を

改
編

し
た

文
章

を
放

送
す

る
。

こ
れ

は
、

中
国

が
初

め
て

国
際

社
会

に
ベ

ト
ナ

ム
の

麻
薬

売
買

を
暴

露
し

た
文

章
と

な
っ

た
。
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ア
ヘ

ン
か

ら
小

麦
へ

の
転

作
奨

励
ア

ヘ
ン

か
ら

の
転

作
か

・
ゴ

ム

雲
南

省
で

の
ゴ

ム
栽

培
ゴ

ム
の

導
入

西
双

版
納

州
で

先
駆

、
紅

河
州

→
思

芽
市

→
臨

倉
市

の
流

れ
か

？
仮

説

紅
河

州
19

53
河

口
県

盈
江

か
ら

50
0束

の
ミ

ャ
ン

マ
ー

八
莫

三
葉

ゴ
ム

の
苗

を
輸

入
し

、
河

口
、

壩
洒

で
試

験
栽

培
を

行
う

。
19

58
金

平
県

〔
孟

へ
ん

＋
力

m
en

g3
〕
拉

農
場

が
河

口
よ

り
天

然
ゴ

ム
の

実
生

苗
10

3株
を

導
入

し
て

栽
培

、
境

内
に

お
け

る
天

然
ゴ

ム
栽

培
の

歴
史

を
創

る
。

思
芽

市
19

58
鎮

沅
県

省
農

墾
部

が
、

秀
山

で
の

ゴ
ム

の
木

の
植

林
を

試
験

的
に

行
い

、
翌

年
成

功
す

る
。

19
62

孟
連

県
景

洪
熱

帯
植

物
研

究
所

か
ら

ゴ
ム

の
苗

33
5株

を
導

入
し

、
孟

連
農

場
【
国

営
孟

連
農

場
】
で

一
列

分
の

試
験

栽
培

を
す

る
。

19
66

西
盟

県
景

洪
熱

帯
植

物
研

究
所

が
西

盟
班

箐
の

五
社

で
ゴ

ム
の

苗
20

0株
を

試
験

栽
培

す
る

。
栽

培
し

た
後

管
理

人
が

い
な

い
た

め
、

19
82

年
ま

で
に

は
2 株

し
か

存
在

し
な

い
。

そ
の

中
の

一
株

が
茎

の
太

さ
が

60
.5

セ
ン

チ
、

皮
の

厚
さ

が
0.

8セ
ン

チ
。

後
ほ

ど
西

盟
で

ゴ
ム

栽
培

の
科

学
根

拠
と

な
る

。
株

存
在

。
そ

中
株

、
皮

厚
。

後
栽

培
科

根
拠

。

西
双

版
納

州
19

47
景

洪
県

“
暹

華
ゴ

ム
園

”
の

創
設

者
で

あ
る

銭
仿

周
が

タ
イ

か
ら

ゴ
ム

の
苗

2万
株

を
持

ち
帰

り
橄

攬
壩

に
植

え
、

西
双

版
納

で
初

め
て

の
ゴ

ム
園

が
開

設
さ

れ
る

。
19

60
〔
孟

力
〕
海

県
県

境
内

の
打

洛
農

場
が

〔孟
へ

ん
＋

力
m

en
g3

〕
板

地
区

で
ゴ

ム
の

試
行

栽
培

を
開

始
す

る
。

臨
倉

市
19

67
双

江
県

春
季

、
双

江
に

て
ゴ

ム
を

試
験

的
に

植
え

る
。

農
業

関
連

：
小

春
大

革
命

の
失

敗
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農
業

関
連

: L
ea

rn
 D

az
ha

i (
大

寨
に

学
べ

) c
am

pa
ig

n
農

業
関

連
: H

yb
rid

 R
ic

e 
導

入
運

動

雲
南

県
誌

・
大

事
記

の
和

訳
デ

ー
タ

を
素

材
と

し
た

試
行

か
ら

H
uT

im
e操

作
上

の
要

望

ラ
フ

・
マ

ク
ロ

な
デ

ー
タ

か
ら

詳
細

デ
ー

タ
を

探
索

す
る

手
が

か
り

を
得

る
こ

と
。

県
誌

大
事

記
は

、
や

や
マ

ク
ロ

な
情

報
の

み
。

そ
こ

か
ら

、
ラ

フ
な

仮
説

を
設

定
し

、
そ

の
検

証
の

た
め

に
詳

細
デ

ー
タ

を
探

索
す

る
次

の
フ

ェ
ー

ス
へ

の
手

が
か

り
と

し
て

大
事

記
を

使
う

こ
と

を
想

定
。

す
な

わ
ち

、
H

u
n
ti
n
g 

的
よ

り
は

B
ro

w
si

n
g 

的
な

検
索

と
分

析
が

目
的

。
文

化
系

デ
ー

タ
に

は
多

い
と

思
わ

れ
る

。

年
表

表
示

画
面

（
デ

ー
タ

ビ
ュ

ー
）
の

１
レ

コ
ー

ド
表

示
幅

が
小

さ
い

場
合

に
、

ク
リ

ッ
ク

で
き

な
い

。

H
u
T
im

e
上

で
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

的
な

機
能

。
検

索
と

デ
ー

タ
抽

出
、

デ
ー

タ
加

工
・
検

索
/
表

示
画

面
で

、
レ

コ
ー

ド
詳

細
表

示
で

表
示

さ
れ

た
デ

ー
タ

を
修

正
で

き
る

機
能

。
確

定
し

た
文

書
で

は
な

い
よ

う
な

、
研

究
者

作
成

文
書

を
研

究
途

上
で

デ
ー

タ
の

校
正

作
業

も
支

援
で

き
る

機
能

：
こ

れ
を

ど
う

す
る

か
？

す
な

わ
ち

、
検

索
・
分

析
機

能
と

編
集

機
能

の
合

体
。

・
検

索
/
表

示
画

面
で

の
、

デ
ー

タ
間

の
関

連
性

を
表

記
・
付

加
す

る
機

能
は

不
要

か
？

対
象

デ
ー

タ
の

再
整

理
や

絞
込

に
有

効
と

考
え

ら
れ

る
。

・
「
レ

コ
ー

ド
詳

細
表

示
ダ

イ
ア

ロ
グ

」
に

、
｢主

題
」
も

含
め

複
数

ア
イ

テ
ム

を
表

示
・
検

索
す

る
機

能

文
書

検
索

機
能

の
強

化
。

異
表

現
に

対
処

す
る

た
め

の
あ

い
ま

い
検

索
、

部
分

一
致

な
ど

の
機

能
。

複
数

レ
イ

ヤ
ー

の
一

括
検

索
機

能

複
数

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
同

時
オ

ー
プ

ン
機

能

文
書

デ
ー

タ
の

構
造

化
の

課
題

デ
ー

タ
構

造
上

の
問

題

・
複

数
の

事
象

が
、

１
件

の
記

事
に

含
ま

れ
る

：
時

間
的

に
異

な
る

場
合

、
空

間
的

に
異

な
る

場
合

、
複

数
の

「
主

題
」
に

関
わ

る
場

合
、

関
連

事
項

が
記

述
さ

れ
て

い
る

場
合

、
な

ど
。

・
１

件
の

記
述

に
含

ま
れ

る
、

時
間

、
空

間
の

意
味

の
違

い
を

反
映

す
る

方
法

は
？

例
え

ば
、

土
器

を
対

象
と

す
る

１
件

の
デ

ー
タ

に
つ

い
て

そ
の

製
作

時
期

発
掘

時
期

な
ど

意
味

の
異

な
器

を
対

象
と

す
る

１
件

の
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
そ

の
製

作
時

期
、

発
掘

時
期

、
な

ど
意

味
の

異
な

る
時

間
に

関
す

る
イ

ベ
ン

ト
に

分
解

す
る

か
否

か
。

・
「
主

題
」
を

、
複

数
付

加
し

て
検

索
効

率
を

上
げ

る
工

夫
を

ど
う

す
る

か
。

な
ぜ

な
ら

、
例

え
ば

「
文

化
大

革
命

」
に

関
わ

る
事

象
を

検
索

す
る

の
は

そ
れ

ほ
ど

容
易

で
は

な
い

。

ま
た

、
そ

の
運

動
の

、
開

始
期

－
隆

盛
期

－
終

焉
期

－
反

省
期

、
な

ど
の

歴
史

変
化

を
、

ど
の

よ
う

に
表

現
す

る
か

。

・
デ

ー
タ

間
の

関
連

性
を

表
現

す
る

に
は

ど
う

す
る

か
。

分
析

の
過

程
で

、
関

連
性

を
発

見
し

た
場

デ
タ

間
関

連
性

を
表

現
す

る
は

う
す

る
。

分
析

過
程

、
関

連
性

を
発

見
し

た
場

合
の

メ
モ

機
能

。
関

連
性

で
の

再
検

索
な

ど
で

、
分

析
を

深
め

て
い

く
機

能
を

ど
の

よ
う

に
提

供
で

き
る

か
。

デ
ー

タ
構

造
の

柔
軟

性
。

・
「
主

題
」
を

ユ
ー

ザ
が

設
定

す
る

う
え

で
の

、
補

助
的

な
シ

ソ
ー

ラ
ス

の
提

示
機

能
。

一
例

：
H

R
AF

の
O

C
M

は
文

化
要

素
の

シ
ソ

ー
ラ

ス
を

狙
う

。
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H
u
T
im

e
の

表
示

上
に

相
関

関
係

リ
ン

ク
貼

り
付

け
の

ア
イ

デ
ア

Fa
ct

s:
中

国
成

立
後

の
ケ

シ
栽

培
禁

止
厳

格
化

に

Fu
ll 

in
tr

od
uc

tio
n 

of
 

ru
bb

er
 g

ro
w

in
g

C
au

se
 / 

E
ffe

ct

B
an

 o
f g

ro
w

in
g

op
iu

m R
ub

be
r g

ro
w

in
g

栽
培

禁
止

厳
格

化
に

伴
い

、
ゴ

ム
や

小
麦

な
ど

他
の

換
金

作
物

栽
培

の
奨

励
政

策
、

そ
れ

に
よ

る
環

境
や

国
際

関
係

の
変

化
な

ど

「
原

因
事

象
－

結
果

事
象

」
「
事

象
－

平
行

事
象

」

「
事

象
模

倣
事

象
」

「
事

象
－

模
倣

事
象

」
「
事

象
－

対
抗

事
象

」
「
事

象
－

関
連

事
象

」

な
ど

の
相

関
関

係
の

リ

ン
ク

に
よ

る
表

現
Ev

en
t G

ro
up

 
“B

an
 o

n 
gr

ow
in

g 
po

pp
y”

Ev
en

t g
ro

up
 

“S
ev

er
e 

pu
ni

sh
m

en
t 

fo
r g

ro
w

in
g 

po
pp

y”

1
0

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
1
1

参
考

文
献

1
2

方
法

論
1
3

地
理

1
4

人
間

生
物

学
1
5

行
動

の
過

程
と

パ
ー

ソ
ナ

リ
テ

ィ
1
6

人
口

学
1
7

歴
史

と
文

化
変

化
1
8

文
化

1
9

言
語

2
0

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
2
1

記
録

2
2

食
物

獲
得

2
3

家
畜

飼
養

2
4

農
業

2
5

食
物

加
工

2
6

食
物

消
費

2
7

飲
み

物
、

薬
物

、
嗜

好
品

2
8

皮
革

、
繊

維
、

布
類

2
9

服
装

3
0

装
飾

品
3
1

自
然

利
用

3
2

原
材

料
の

加
工

3
3

建
造

お
よ

び
建

設

H
R

A
F

O
C

M
シ

ソ
ー

ラ
ス

の
概

略
構

造

建
建

3
4

建
造

物
3
5

建
築

物
の

付
属

施
設

と
そ

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
3
6

集
落

3
7

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

動
力

3
8

化
学

工
業

3
9

資
本

財
の

産
業

4
0

機
械

類
4
1

道
具

と
機

器
4
2

財
産

4
3

交
換

4
4

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
4
5

財
務

4
6

労
働

4
7

商
工

業
組

織
4
8

旅
行

と
輸

送
4
9

陸
上

輸
送

5
0

水
上

、
航

空
輸

送
5
1

生
活

水
準

と
日

常
生

活
5
2

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

5
3

芸
術

5
4

娯
楽

5
5

個
人

化
と

社
会

移
動

5
6

社
会

成
層

5
7

社
会

的
人

間
関

係
5
8

婚
姻

5
9

家
族

6
0

親
族

6
1

親
族

集
団

6
2

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

6
3

領
土

機
構

6
1

親
族

集
団

6
2

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

6
3

領
土

機
構

6
4

国
家

6
5

政
府

の
業

務
6
6

政
治

的
行

動
6
7

法
6
8

侵
犯

行
為

と
制

裁
6
9

司
法

7
0

軍
隊

7
1

軍
事

技
術

7
2

戦
争

7
3

社
会

問
題

7
4

健
康

と
福

祉
7
5

病
気

7
6

死
7
7

宗
教

的
信

仰
7
8

宗
教

的
慣

行
7
9

聖
職

者
組

織
8
0

数
と

測
定

8
1

知
識

8
2

人
と

自
然

に
関

す
る

概
念

8
3

性
8
4

生
殖

8
5

乳
幼

児
期

と
子

ど
も

期
8
6

社
会

化
8
7

教
育

8
8

青
年

期
、

成
人

期
、

老
年

期

1
9
3
0
年

代
か

ら
、

コ
ネ

テ
ィ

カ
ッ

ト
州

イ
エ

ー
ル

大
学

の
Y
a
l
e
‘

s
 I
n
s
t
i
t
u
t
e
 o
f
 H

u
m
a
n
 R
e
l
a
t
i
o
n
s
の

行
動

学
者

た
ち

（
G
e
o
r
g
e
 P
.
 M
u
r
d
o
c
k
他

）
が

、
人

間
文

化
の

分
類

作
業

を
開

始
。

こ
れ

が
、
1
9
4
9
年

設
立

の
N
P
O
、

「
H
R
A
F
 I
n
c
.
」
の

基
礎

と
な

る
。

参
照

：
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
a
l
e
.
e
d
u
/
h
r
a
f
/

H
R
A
F
と

は
何

か
：
基

本
的

な
「
民

族
誌

（
各

エ
ス

ニ
ッ

ク
・
グ

ル
ー

プ
に

関
す

る
記

述
：
論

文
、

著
書

な
ど

）
」
の

ペ
ー

パ
ー

・
ア

ー
カ

イ
ブ

ズ
と

そ
の

分
類

整
理

シ
ス

テ
ム

と
し

て
ス

タ
ー

ト
。

H
R
A
F
（
H
u
m
a
n
 R

e
l
a
t
i
o
n
s
 A

r
e
a
 
F
i
l
e
s
）
概

説

ペ
パ

ア
カ

イ
ブ

ズ
と

そ
の

分
類

整
理

シ
ス

テ
ム

、
と

し
て

ス
タ

ト
。

分
類

シ
ス

テ
ム

：
二

つ
の

コ
ー

ド
体

系
O
W
C
 (
O
u
t
l
i
n
e
 o
f
 W
o
r
l
d
 C
u
l
t
u
r
e
s
)
 ：

民
族

や
地

域
を

時
空

間
で

分
類

す
る

コ
ー

ド
体

系
O
C
M
 (
O
u
t
l
i
n
e
 o
f
 C

u
l
t
u
r
a
l
 M
a
t
e
r
i
a
l
s
)
：
極

め
て

広
範

な
人

間
諸

活
動

を
文

化
項

目
と

い
う

観
点

で
分

類
す

る
コ

ー
ド

体
系

。
民

族
学

分
野

の
分

類
体

系
と

し
て

は
唯

一
の

も
の

か
。

会
員

制
度

S
p
o
n
s
o
r
i
n
g
 M
e
m
b
e
r
s
：
現

在
2
1
機

関
。

日
本

で
は

民
博

と
京

大
の

み

メ
デ

ィ
ア

変
化

1
9
6
8
年

以
降

：
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ッ

シ
ュ

導
入

1
9
8
6
年

ペ
パ

イ
作

成
打

ち
切

り
日

本
で

は
、

民
博

と
京

大
の

み
。

e
H
R
A
F
 W
o
r
l
d
 C
u
l
t
u
r
e
s
 A
s
s
o
c
i
a
t
e
 M
e
m
b
e
r
s
：

3
0
6
機

関

e
H
R
A
F
 A
r
c
h
a
e
o
l
o
g
y
A
s
s
o
c
i
a
t
e
 M
e
m
b
e
r
s
：

9
7
機

関

1
9
8
6
年

：
ペ

ー
パ

ー
フ

ァ
イ

ル
作

成
打

ち
切

り
、

す
べ

て
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ッ

シ
ュ

へ
1
9
8
7
年

：
C
D
-
R
O
M
化

を
開

始
1
9
9
0
年

：
C
r
o
s
s
-
C
u
l
t
u
r
a
l
 C
D
5
巻

が
刊

行
1
9
9
5
年

：
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ッ

シ
ュ

化
打

ち
切

り
1
9
9
7
年

：
ウ

ェ
ブ

化
開

始
：
e
H
R
A
F
へ

2
0
0
2
年

：
C
D
-
R
O
M
作

成
の

打
ち

切
り

相
対

時
間

軸
の

導
入

に
よ

る
、

サ
イ

ク
リ

ッ
ク

な
事

象
の

積
み

重
ね

と
関

係
の

発
見

→
C

yc
h
ro

n
ic

le
へ

の
展

開
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海
域
ア
ジ
ア
交
易
の
時
空
間

マ
ッ

ピ
ン
グ

－
H
u
Ti
m
eを

利
用

し
て

－
ッ

ン
グ

を
利

用
し

京
都
大
学
東
南
ア

ジ
ア
研
究
所

柴
山

守

海
域

ア
ジ

ア
交

易
に

お
け

る
問

題
提

起

従
来
の
海
域
史
研
究
は
、
例
え
ば
日
本
史
理
解
の
た
め
の
外
交
史
で

あ
る
“

海
域
史
”

と
い
う
視
点
.

あ
る

海
域
史

と
い
う
視
点

ア
ジ
ア
と
い
う
域

の
中

で
日

本
を
眺

望
す
る
視

点
、
つ
ま
り
「
海

域
ア
ジ

ア
」
の

視
座

の
重

要
性

.

1
7
～
1
8
世

紀
の

ジ
ャ
ン
ク
船

に
よ
る
ア
ジ
ア
諸

国
間

貿
易

、
1
9
～
2
0
世

紀
の

華
僑

・
華

人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
華

僑
経

済
圏

に
お
け
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
の
実
体
的
関
係
.

史
資
料

研
究
成
果
を
も
と
に
し
て
事
象
関
係
の

リ
ン
ク
・
参
照
関
係
を

史
資
料

、
研
究
成
果
を
も
と
に
し
て
事
象
関
係
の

リ
ン
ク
・
参
照
関
係
を

考
慮
し
な
が
ら
、
時
空
間
上
に
重
層
化
し
て
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
可
視
化

.

海
域

ア
ジ

ア
交

流
研

究
の

概
要

琉
球
外
交
文
書
『
歴
代
宝
案
』

第
一
集
巻
1
～
巻
4
3

1
0
3
7
文

書
う
ち
暹

羅
国

関
連
6
8
文

書
、
沖

縄
県

教
育

委
員

会
、
1
9
92

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
陶
磁
器
が
語
る
交
流
－
九
州
・
沖
縄
か
ら
出
土
し
た
東
南
ア
ジ
ア

産
陶
磁
器
」
東
南
ア
ジ
ア
学
会
、
2
0
0
4

唐
船
輸
出
入
品
数
量
一
覧
1
6
3
7
～
1
8
3
3
年
－

復
原
唐
船
貨
物
改
帳
・
帰
帆
荷
物
買

渡
帳

－
永

積
洋

子
編

、
創

文
社

、
1
9
8
7

琉
球

国
外

交
文

書
『

歴
代

宝
案

』
と

南
島

交
易

琉
球

国
に
お
け
る
『
歴

代
宝

案
』
は

、
琉

球
王

国
と
中

国
の

明
・
清

王
朝

や
朝

鮮
の

ほ
か

、
暹

羅
（
タ
イ
・
ア
ユ
タ
ヤ
王

朝
）
、
安

南
（
ベ
ト
ナ

ム
）
、
爪

哇
（
ジ
ャ
ワ
の

マ
ジ
ャ
パ

ヒ
ト
王
国
）
、
旧
港
（
ス
マ
ト
ラ
島
の
パ

ム
）
、
爪

哇
（
ジ
ャ
ワ
の

マ
ジ
ャ
パ

ヒ
ト
王
国
）
、
旧
港
（
ス
マ
ト
ラ
島
の
パ

レ
ン
バ

ン
華

僑
王

国
）
、
満

刺
加

（
マ
ラ
ッ
カ
王

国
）
、
仏

太
泥

（
パ

タ
ニ

王
国

）
な
ど
東

南
ア
ジ
ア
諸

国
と
の

1
4
2
4
年
か
ら
1
8
67
年
に
至
る
4
4
3

年
間
の
外
交
文
書
を
集
成
.
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『
歴
代
宝
案
』
に
現
れ
る
暹
羅
国
関
連

咨
文

・
執

照
【
巻

４
０
－

０
１
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
磁

器
の
官

買
の

中
止

と
蘇
木

・
胡
椒

な
ど
の
収

買
の

許
可

を
請

う
咨

,
 

1
4
2
5
.
X
.
X
.
 

【
巻

４
０
－

０
２
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
浮

那
姑
是

等
を
遣
わ

し
て
速

や
か

な
交

易
を
請
う
咨
,
 1
4
2
5
.
0
3
.
2
1
.

【
巻

４
０
－

０
３
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
南

者
結
制

等
を
遣
わ

し
て
速

や
か

な
交

易
を
請
う
咨
,
 1
4
2
6
.
0
9
.
1
0
.
 

【
巻

４
０
－

０
４
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
實

達
魯
等

を
遣

わ
し
て
速
や

か
な
交
易

を
請

う
咨

, 
1
4
2
7
.
0
9
.
1
7
.

【
巻

４
０
－

０
５
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
浮

那
姑
是

等
を
遣
わ

し
て
速

や
か

な
交

易
を
請
う
咨
,
 1
4
2
8
.
0
9
.
0
2
.

【
巻

４
０
－

０
７
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
有

南
結
制

等
を
遣
わ

し
て
速

や
か

な
交

易
を
請
う
咨
,
 1
4
2
9
.
1
0
.
1
0
.

【
巻

４
０
－

０
８
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
南

者
結
制

等
を
遣
わ

し
て
公

正
な
交
易

を
請

う
咨
, 
1
4
2
9
.
1
0
.
1
0
.

【
巻

４
０
－

１
１
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
暹

羅
に
お
け
る
官
買

中
止

の
情

報
を
得
、
郭

伯
茲
毎

等
を
遣
わ

し
て
公

正
な
交

易
を
請

う
咨
,
 1
4
3
1
.
0
9
.
0
3
.

【
巻

４
０
－

１
２
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
暹

羅
国
よ
り
官
買

中
止

の
咨

を
受

け
、
有
南

結
制

等
を
遣
わ

し
て
そ
の

実
行

を
請

う
咨

,
 1
4
3
2
.
0
9
.
0
9
.

【
巻

４
０
－

１
３
】
<
移
彝
咨
>
  
琉
球
国
中
山
王
よ
り
暹
羅
国
あ
て
、
歩
馬
結
制
等
を
遣
わ
し
、
前
例
に
よ
り
官
買
を
行
わ
な
い
こ
と
を
請
う
咨

,
 

1
4
3
2
.
0
9
.
3
0
.

【
巻

４
０
－

１
４
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
均

周
佳
等

を
遣

わ
し
、
前

例
に
よ
り
官

買
を
行
わ

な
い
こ
と
を
請
う
咨
,
 

1
4
3
3
.
0
9
.
1
8
.

【
巻

４
０
－

１
５
】
<
移
彝
咨
>
  
琉
球
国
中
山

王
よ
り
暹
羅
国
あ
て
、
益
沙
毎
等
を
遣

わ
し
て
自
由

な
交
易
を
請
う
咨
,
 1
4
3
3
.
0
9
.
1
8
.

【
巻

】
移
彝
咨

琉
球
国
中
山

り
暹
羅
国
あ

、
沙
毎
等
を
遣

わ
自
由

な
交
易
を
請
う
咨
,

【
巻

４
０
－

１
６
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
阿

蒲
察
都

等
を
遣
わ

し
て
公

正
な
交
易

を
請

う
咨
, 
1
4
3
3
.
1
0
.
0
3
.

【
巻

４
０
－

１
７
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
歩

馬
結
制

等
を
遣
わ

し
て
公

正
な
交
易

を
請

う
咨
, 
1
4
3
4
.
0
9
.
2
6
.

【
巻

４
０
－

１
８
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
阿

普
尼
是

等
を
遣
わ

し
て
公

正
な
交
易

を
請

う
咨
, 
1
4
3
4
.
0
9
.
2
6
.

【
巻

４
０
－

１
９
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
阿

普
尼
是

等
を
遣
わ

し
て
速

や
か

な
交

易
を
請
う
咨
,
 1
4
3
5
.
0
9
.
1
2
.

【
巻

４
０
－

２
０
】
<
移
彝
咨
>
  
琉

球
国

中
山

王
よ
り
暹
羅

国
あ
て
、
欲

沙
毎
等

を
遣

わ
し
て
公
正

な
交

易
を
請
う
咨
,
 1
4
3
6
.
1
0
.
0
1
.

【
巻

４
０
－
２
１
】
<移

彝
咨
>
 
 琉

球
国

中
山
王
よ
り
暹

羅
国
あ
て
（カ

）
、
歩

馬
結
制

等
を
遣

わ
し
て
速

や
か

な
交

易
を
請
う
咨
, 
1
4
37
.
0
8.
1
6
.

中
山
王
（

尚
巴

志
）
よ

り
暹

羅
国
あ

て
、

磁
器

・
蘇
木

等
の

自
由
な

売
買

の
許
可
に

つ
い

て
の
咨

文
（
14
25

年
）

40
-0
2

琉
球

国
中

山
王

為
進

貢
事

切
照

本
国

稀
少

貢
物

為
此

今
遣

正
使

浮
那

姑
是

等
坐

駕
仁

字
号

海
船

装
載

磁
器

前
往

40
-0
2

琉
球

国
中

山
王

、
進
貢

の
事

の
為

に
す
。

切
に
照

ら
す
に
、
本

国
は
貢

物
稀

少
な
り
。

此
が
為

、
今
、
正
使
浮
那
姑
是
等
を
遣
わ
し
、

仁
字

号
海

船
に
坐

駕
し
て
、
磁

器
を
装

載
し
て
、

前
み
て
貴

国
の
出

産
地

面
に
往

き
、
胡

椒
・

貴
国

出
産

地
面

収
買

胡
椒

蘇
木

等
貨

回
国

以
備

進
貢

大
明

御
前

仍
備

礼
物

詣
前

奉
献

少
伸

遠
意

幸
希

収
納

仍
煩

聴
今

差
去

人
員

及
早

打
発

赶
趁

風
迅

回
国

庶
使

四
海

一
家

永
通

盟
好

今
将

奉
献

礼
物

数
目

開
坐

于
後

須
至

咨
者

今
開 織
金

段
五

匹
素

段
二

十
匹

腰
刀

五
柄

摺
紙

扇
三

十
柄

硫
黄

五
千

斤
今

報
二

千
五

百
斤

正

蘇
木
等
の
貨
を
収
買
し
て
回
国
し
、
以
て
大
明

御
前

へ
の
進

貢
に
備

え
ん
と
す
。
仍

、
礼

物
を

備
え
て
詣

り
前

み
て
奉

献
し
、
少

し
く
遠

意
を

伸
ぶ
。
幸
希
わ
く
は
収
納
せ
ら
れ
よ
。
な
お
、

煩
わ
く
ば
、
今
、
差
去
わ
す
人
員
は
早
き
に
及

び
て
打

発
し
、
風

迅
に
赶

趁
し
て
回

国
す
る
を

聴
さ
ば
、
四
海
一
家
永
く
盟
好
を
通
ぜ
し
む
る

に
庶
か
ら
ん
。
い
ま
、
奉
献
の
礼
物
数
目
を
将

て
後
に
開
坐
す
。
須
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

今
、
開
す

織
金

段
五

匹
素

段
二

十
匹

腰
刀

五
柄

摺
紙

扇
三

十
柄

硫
黄

五
千

斤
今

報
二

千
五

百
斤

正
大

青
盤

二
十

箇
小

青
盤

四
百

箇
小

青
碗

二
千

箇
右

咨
暹
羅

国
洪
煕
元

年
月

日
咨

腰
刀

五
柄

摺
紙

扇
三

十
柄

硫
黄

五
千

斤
今

報
じ
た
る
は
二

千
五

百
斤

正
大

青
盤

二
十

箇
小

青
盤

四
百

箇
小

青
碗

二
千

箇
右
、
暹
羅
国
に
咨
す

洪
煕

元
年

月
日

咨
す

琉
球

国
・

暹
羅

国
間

の
咨

文
・

執
照

陶
磁

器
が
語
る
交
流
－
九
州
・
沖
縄
か
ら
出
土
し
た
東

南
ア

ジ
ア
産
陶
磁
器

考
古
発
掘
資
料
－
『
陶
磁
器
が
語
る
交
流
－
九
州
・
沖
縄
か
ら

出
土
し
た
東
南
ア
ジ
ア
産
陶
磁
器
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集

問
題
点
－

項
目
名
、
表
記
法
、
分
類
等
に
全
く
統
一
性
な
し
.

デ
ジ
タ
ル

化
に
2
年
の
歳
月
：柴

山
研
究
室

デ
ジ
タ
ル

化
に
2
年
の
歳
月
：柴

山
研
究
室

昭
和

女
子

大
学

国
際
文

化
研

究
所
紀

要

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
イ
ア
ン
考
古
学
調
査
報
告
書
，
1
99
7

交
易

関
係

を
探

る
!
?

交
流
・
交
易
に
関
す
る

結
果
の
根
拠
が
明
確
で
な
い
.

42



東
南
ア
ジ
ア
産
陶
磁
器
の
出
土
遺
跡
と

産
地

の
関

係

ベ
ト
ナ
ム

タ
イ

日
本

そ
の
他

不
明

合
計

ベ
ト
ナ

ム
-

-
70

32
8

-
39

8
タ
イ

-
-

-
-

-
-

産
地

タ
イ

出
土

遺
跡

日
本

79
3

36
7

-
15

72
12

47
そ
の
他

-
不
明

-
-

-
-

-
-

合
計

79
3

36
7

70
34

3
72

16
45

シ
ー

サ
ッ

バ
ン

チ
ュ
ダ
オ

ハ
ン
ナ
ラ

チ
ャ
ナ
ラ
イ

プ
ー
ン

大
阪

/ 堺
29

3
-

32

タ
イ
国
産
地

メ
ナ

ー
ム
ノ

イ
ス
コ
タ
イ

ア
ユ
タ
ヤ

そ
の
他

合
計

大
阪

/ 堺
29

3
-

32
福
岡

4
3

10
5

-
4

26
出
土
遺
跡

大
分

19
3

 
22

( 日
本
）

長
崎

i
0

鹿
児
島

18
11

1
-

-
1

31
沖
縄

30
9

7
30

76
合
計

10
0

29
18

5
1

4
30

18
7

ベ
ト
ナ
ム
産
陶
磁
器
の
出
土
遺
跡
と
産
地
の
関
係

堺
遺
跡
出
土
の
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
産
陶
磁
器

北
部

中
部

南
部

不
明

合
計

大
阪

/ 堺
73

73
福
岡

1
3

50
54

ベ
ト
ナ
ム
国
産

地

出
土
遺
跡

大
分

9
5

9
23

( 日
本

）
長
崎

69
69

鹿
児
島

20
20

沖
縄

55
4

55
4

合
計

10
56

2
79

3

『
唐
船
輸
出
入
品
数
量
一
覧
16
37

～
18
33

年
』

江
戸
幕
府
の
鎖
国
下
に
お
け
る
1
7
世
紀

～
19
世
紀
、
長
崎

に
入
港
し
た
唐
船
に
つ
い
て
、
永
積
洋
子
が

近
世
初
期
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
記
録
を
調
査
、
翻
訳
.こ

れ
が
『
唐
船
輸
出
入
品
記
録
数
量
一
覧

1
6
3
7
-
18
3
3年

』
で
あ
る
。

本
記
録

に
は

、
輸
入
船
数

1
61
3
船
、
3
15
1
品
目
、
輸
出
船
数
8
84
船
、
53
0品

目
、
輸
出
入
品
数
総
数
約

本
記
録

に
は

、
輸
入
船
数

船
、

品
目
、
輸
出
船
数

船
、

品
目
、
輸
出
入
品
数
総
数
約

4
0
,
0
0
0点

（
調
査
：
柴
山
）
が
記
載
.

輸
出

入
品

記
載

例
総

4
0
0
ペ
ー
ジ
を
O
C
R
で
デ
ジ
タ
ル

化
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唐
船

輸
出

入
船

数
の
H
u
Ti
m
e表

示

年
毎
の
輸
入
船
数
、
輸
出
船
数
を
表
す

総
輸

出
入

船
数

か
ら

暹
羅

船
を

抽
出

唐
船

輸
入

品
の

薬
種

関
連

品
と

疫
病

の
関

係

近
世

日
本

で
の

疫
病

の
流
行
状
況

流
行
状
況

輸
入
交
易
品
の
薬
種
品

目
、
唐

船
種

類
、
輸

入
量
の
関
連
.

主
な

輸
入

薬
種

関
連

品
目

項
番

品
名

よ
み

効
能

産
地

総
輸

入
量

（
K
g
）

輸
送

船
（

事
例

）

1
山

帰
来

さ
ん
き
ら
い

関
節

疼
痛

、
肌

肉
麻

木
、
泄

○
、
痢

疾
、
水

腫
、
淋

病
、
腫

毒
、
瘰

癧
(
注
：
頸
部
リ
ン
パ
節
の
慢
性
腫
脹

)
、
痔

瘡
中

国
等

に
分

布
4
,
1
5
3
,
9
5
9
 暹

羅

2
肉
桂

に
っ
き

シ
ナ
モ
ン
。
発
汗
・
発
散
作
用
、
健
胃
作
用
。

1
,
6
6
2
,
4
9
3
 暹

羅

3
人
参

に
ん
じ
ん

栄
養
的
価
値
が
高
い
。

4
5
6
,
4
1
5
 

4
大
楓
子

お
お
か

え
で
こ

治
麻

風
，

疥
癬

，
楊

梅
瘡

，
酒

齄
鼻

，
粉

刺
，

黃
褐

斑
。

2
0
4
,
0
8
3
 

5
麝
香

じ
ゃ
こ
う

興
奮

作
用

や
強

心
作

用
、
男

性
ホ
ル

モ
ン
様

作
用

と
い
っ
た
薬

理
作

用
を
持

つ
と
さ
れ
、
六

神
丸

、
奇

応
丸

、
宇

津
救

命
丸

、
救

心
1
7
0
,
2
7
4
 暹

羅

6
丁

子
ち
ょ
う
じ

日
本

刀
の

さ
び
止
め
。
芳

香
健

胃
剤

。
1
4
6
,
7
8
5
 

7
牛

黄
ご
お
う

滋
養

強
壮

薬
、
強

心
薬

、
小

児
用

薬
、
か

ぜ
薬

や
胃

腸
薬

。
1
3
5
,
6
6
5
 

8
樟
脳

し
ょ
う
の

う
血

行
促

進
作

用
や

鎮
痛

作
用

、
消

炎
作

用
な
ど
が

あ
る
た
め
に
主

に
外

用
医

薬
品

の
成

分
と
し
て
使

用
さ
れ

て
い
る
。
か

つ
て
は

強
心

剤
と
し
て
も
使

用
1
3
2
,
8
0
2
 

9
大

腹
皮

だ
い
ふ

く
ひ

上
腹

部
膨

満
感

、
水

腫
、
脚

気
1
3
2
,
7
4
2
 暹

羅

日
本

の
香

道
の

主
役

と
さ
れ

る
。
薬

用
と
し
て
は

喘
息

，
嘔

吐
，
腹

痛
，

ざ
冷

な
ど

鎮
静

疲
労

復
効
が

あ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ザ

ン
ジ
バ
ル
、
ス
リ
ラ

ン
カ

モ
ー
リ
シ
ャ

1
0
沈
香

じ
ん
こ
う

腰
や

ひ
ざ
の

冷
え
な
ど
に
用
い
。
鎮

静
や

疲
労
回

復
の

効
が

あ
る
と

さ
れ

る
。

ン
カ
、
モ

リ
シ
ャ

ス
、
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
、
ペ
ナ
ン
、
ド
ミ

ニ
カ
な
ど
で
栽
培
。

1
3
2
,
0
4
3
 

1
1
阿
仙
薬

あ
せ
ん
や
く

整
腸

薬
、

止
血

薬
イ
ン
ド
産

1
3
1
,
1
9
7
 暹

羅

1
2
甘
松

か
ん
し
ょ

鎮
静
・
胃
健
な
ど
に
用
い
る
。

原
産

地
：

中
国

1
1
9
,
1
9
3
 

1
3
小
茴
香

し
ょ
う
う
い
き
ょ

う
消

化
促

進
・
消

臭
イ
ン
ド
、
中

国
、
エ

ジ
プ
ト
な
ど
。

1
1
6
,
6
3
1
 暹

羅

1
4
麻

黄
ま
お
う

気
管

支
喘

息
に
効

果
の

あ
る
成

分
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
が

含
ま
れ

る
。
発

汗
・
鎮

咳
・
利

尿
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
、
北

ア
フ
リ
カ
、
南
北
ア

メ
リ
カ
大

陸
の

乾
燥

地
に
1
属

5
0
種

ほ
ど
が
分
布

1
1
6
,
0
7
1
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ガ
バ
ナ
ン
ス
の

重
層
性
を

環
境
史
に
あ

ら
わ
す

20
10

年
11

月
12

日
，
H
uT
im

e研
究

会
（
地

域
研

究
統

合
情

報
セ
ン
タ
ー
，
21

3室
）

辻
野

亮
（
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
・
上
級
研
究
員
）

総
合

地
球
環
境
学
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
D-
02
：

日
本

列
島

に
お

け
る

人
間

-
自

然
相

互
作

用
環

の
歴

史
的

・
文

化
的

検
討1

列
島

プ
ロ
の

取
り
組

み

•
列

島
プ
ロ
：
「
日

本
列

島
に
お
け
る
人

間
−自

然
の

相
互

関
係

の
歴

史
的

・
文

化
的

検
討

」

A
l

l
d
hi

i
l

l
i

i
h

•
A
 n
ew

 c
ul
tu
ra
l a
nd

 h
is
to
ri
ca
l e
xp
lo
ra
tio

n 
in
to
 h
um

an
‐

na
tu
re
 re

la
tio

ns
hi
ps
 in

 th
e 
Ja
pa
ne

se
 a
rc
hi
pe

la
go

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
：
湯

本
貴

和
（
20

06
～
20

11
年
）

•
ht
tp
:/
/w

w
w
.c
hi
ky
u.
ac
.jp

/r
et
to
/i
nd

ex
.h
tm

•
約
13

0人
に
お
よ
ぶ

メ
ン
バ

ー
•
約
13

0人
に
お
よ
ぶ

メ
ン
バ

自
然

系
38

名

人
社

系
54

名

複
合

系
13

名

地
球

研
7名

国
立

大
学

35
名

私
立

大
学

14
名

公
的

機
関

13
名

公
立

大
学

22
名

人
間

文
化
研

究
機

構
4名

民
間

機
関

4名

国
立

大
学
法

人
1名

そ
の
他

5名

2

4)
 人

間
−自

然
関
係
の
理
論
的
モ
デ
ル
の
構
築

4)
 人

間
−自

然
関
係
の
理
論
的
モ
デ
ル
の
構
築

北
海

道
田

島
佳

也
サ

ハ
リ

ン
・
沿

海
州

佐
藤

宏
之

理
論

的
モ
デ
ル

湯
本
貴
和

古
生

態
高

原
光

植
物

地
理

村
上

哲
明

古
人

骨

東
北

池
谷

和
信

中
部

白
水

智

近
畿

九
州

日
本
列
島

に
お
け
る

人
と
自

然
の

か
か
わ
り

1)
古
植
生
・
古
生
態
お
よ
び
植
物
と
動
物
の
分
布

変
遷
の
解
明

1)
古
植
生
・
古
生
態
お
よ
び
植
物
と
動
物
の
分
布

変
遷
の
解
明

2)
古
人
骨
の
食
性
分
析
に
よ
る
人
間
生
態
学
的
な

解
析

2)
古
人
骨
の
食
性
分
析
に
よ
る
人
間
生
態
学
的
な

解
析

米
田

穣

3)
 過

去
の
人
間
−自

然
関
係
の
復
元
と
そ
の
背
景
と
な
る
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
解
明

3)
 過

去
の
人
間
−自

然
関
係
の
復
元
と
そ
の
背
景
と
な
る
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
解
明

大
住

克
博

九
州

飯
沼

賢
司

奄
美

・
沖

縄
安

渓
遊

地

3

～
日
本
の
生
物
多
様
性
が
高
い
の
は
な
ぜ
か
～

•
仮
説
１
「
多
様
で
豊
か
な
自
然
環
境

」
–
比

較
的

温
暖

で
湿

潤
な
環

境

–
Ex
.水

平
・
垂

直
分

布
，
多

様
な
地

質
．

仮
説
２
「
逃
避
地
仮
説

•
仮
説
２
「
逃
避
地
仮
説

」
：

–
地

質
学

的
時

間
ス
ケ
ー
ル

．

–
Ex
.大

陸
と
接

続
・
分

断
で
、
独

自
の

進
化

を
遂

げ
た
．

–
Ex
.氷

期
に
な
っ
て
も
、
生

物
は

逃
避

地
で
生

き
延

び
た
．

•
仮
説
３
「
「
賢

明
な
利

用
」
仮

説
」
：

–
「
人

と
自

然
の

調
和

的
な
関

係
が

長
く
維

持
さ
れ

て
き
た
」

–
Ex
.日

本
と
い
う
人

口
稠

密
地

帯
で
も
生

物
多

様
性

が
損

な
わ

れ
な
い
よ
う
な
、
持
続
的
な
資
源
利
用
ま
た
は
「
賢
明
な
利
用
」

を
行

っ
て
き
た
．

4
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仮
説
３
「
「
賢

明
な
利

用
」
仮

説
」

•
「
人
と
自
然
の
調
和
的
な
関
係
が
続
い
て
き
た
」

–
こ
の
言
説
は
果
た
し
て
ほ
ん
と
う
だ
ろ
う
か
？

さ
ま
ざ
ま
な
生
物
資

1.
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
資

源
利
用

2.
人

と
自

然
の

か
か

わ
り
の

歴
史

5

里
山
の
再
評
価

•
生

物
多

様
性

と
い
え
ば

，
「
熱

帯
と
原

生
自
然

」
–
た
し
か
に
そ
れ
ら
は
大
事

•
一
方
，
身
の
回
り
の
二
次
的
な
自
然
は
わ
た
し
た
ち
に
生
態

系
サ

ー
ビ
ス
を
与

え
て
く
れ

る
系
サ

ー
ビ
ス
を
与

え
て
く
れ

る
–
意
図
的
・
非
意
図
的
に
残
さ
れ
て
き
た
生
物
多
様
性

–
二
次
的
な
自
然
を
利
用
す
る
こ
と
で
保
た
れ
る
原
生
な
自
然

–
世
界
各
地
の
文
化
の
源
泉
は
，
そ
こ
に
固
有

の
生

き
物
を
含
め
た

身
の
回
り
の
自
然
で
あ
る

Cu
ltu

ra
l s
er
vi
ce
 p
ro
vi
de

d 
by
 S
at
oy
am

a
la
nd

sc
ap
e 

an
d 
its
 ro

le
 fo

r 
th
e 
co
ns
er
va
tio

n 
of
 b
io
di
ve
rs
ity

6

必
ず
し
も
「
賢
明
」
で
も
成
功
的
で
も
な
か
っ
た

江
戸
時
代
の
巣
鷹
山
制
度
に

よ
っ
て
濫

伐
を
免

れ
た
（
持

続
的

）

古
代

の
巨

大
建

築
ブ
ー
ム

漁
業

に
利

用
す
る
た
め
の
森
林

伐
採

（
非

持
続

的
）
，
と
魚
付
林
と

し
て
の

植
林

（
持

続
的

）

に
よ
っ
て
ヒ
ノ
キ
の

巨
木

が
切

り
つ
く
さ
れ

た
（
枯

渇
）
．

里
山

で
の

萌
芽
更
新
施
業

（
持

続
的

）

コ
ウ
ヤ
マ
キ
の

過
剰

利
用

（
枯

渇
）

と
植
林
（
持
続
的
）

毛
皮

や
肉

を
利

用
す
る
た
め

の
哺
乳
類
乱

獲
（
地

域
絶

滅
） 7

•
生

物
資

源
が

持
続

し
た
こ
と
も
あ
れ

ば
破

綻
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
．

阿
蘇

地
方

で
の

草
原
利
用

（
持

続
的

）

琉
球

王
朝

に
よ
っ
て
ジ
ュ
ゴ
ン
の

狩
猟

が
規

制
さ
れ

て
い
た
が

（
持

続
的

）
，

明
治

時
代

に
な
る
と
制

限
が

な
く
な
り
乱

獲
さ
れ

て
激

減
し
た
．

と
植
林
（
持
続
的
）

生
物
資
源
の
枯
渇
と
克
服

生
物
資
源
利
用

持
続
可
能
な
資
源
利
用
の
成
立

新
た
な
生

物
資
源
利
用

別
の
資

源
利
用
形
態

あ
る
資
源
利
用

の
破
綻

生
物
資
源
の
枯
渇

生
業

／
経

済
と

乖
離

気
候

変
動

・
人

口
増
大

新
た
な
生

物
資
源
利
用

別
の
生
業
／
経
済
と
整
合
的
に
成
立

だ
れ

が
サ

イ
ク
ル

を
ま
わ

す
の

か

だ
れ

が
サ

イ
ク
ル

を
と
め
る
の

か

8

地
域
社
会
の
破
綻

別
の
資
源
へ
の
シ
フ
ト

効
率

的
な
資

源
利

用

あ
る
資
源
利
用

の
破
綻

異
な
る
場
所

と
時
間
，
生
物
資
源

に
対
し
て
成

立
し
う
る
普
遍
的
な
ス
キ
ー
ム

46



生
物
資
源
の
持
続
と
破
綻
を
分
か
つ
も
の

だ
れ
が
だ
れ
の
？

積
極

的
・
消

極
的

管
理

技
術
革
新

自
家

消
費

・
市

場
消

費

生
き
物
の
再
生
速
度

生
物
資
源
利

用

1.
再

生
し
や

す
い
生

き
物

の
場

合
持

続
し
や

す
く
，

2.
技

術
は

持
続

に
も
枯

渇
に
も
効

き
，

持
続

と
枯

渇

9

3.
市

場
経

済
で
多

く
の

人
に
消

費
さ
れ

る
と
枯

渇
し
や

す
く
，

4.
資

源
管

理
は

持
続

的
利

用
に
効

果
的

だ
っ
た
．

•
生

物
資

源
利

用
の

持
続

性
を
決

め
る
最

も
重

要
な
要

因
は

，
そ
れ

を
望

む
人
間
の
意
志
に
あ
る
．

jo
m

on
17

30
s

jo
m

on
17

30
s

人
と
哺
乳
類
の
か
か
わ
り
の
歴
史

縄
文
時
代

17
30

年
代

縄
文

時
代

17
30

年
代

ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
Ce
rv
us

ni
pp

on
）

イ
ノ
シ
シ
（
Su
s
sc
ro
fa
）

ca
. 1

97
8

ca
. 2

00
0

ca
. 1

97
8

ca
. 2

00
0

19
78

年
頃

20
00

年
頃

19
78

年
頃

20
00

年
頃

①
17
30

年
代
か
ら
19
78

年
に
か

け
て
，
何

が
あ
っ
た
の

か
？

②
19
78

年
か
ら
20
00

年
に
か

け
て
，
何

が
あ
っ
た
の

か
？

縄
文
時
代
は
遺
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
，
17

30
年
代
は
古
文
書
の
デ
ー
タ
，

現
代

は
環

境
省

の
セ
ン
サ

ス
デ
ー
タ
に
よ
る
．
■
は
存
在
，
■
は

不
在
，
を
示
す
．

Ts
uj
in
o
et
 a
l. 
(2
01
0)
 M

am
m
al
 S
tu
dy

 
10

人
と
哺
乳
類
の
か
か
わ
り
の
歴
史

11
哺

乳
類

関
連

の
デ
ー
タ
を
入

れ
て
み

た

人
と
哺
乳
類
の
か
か
わ
り
の
歴
史

12
「
激

減
」
・
「
絶

滅
」
は

近
代

以
降

に
分

布
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人
と
哺
乳
類
の
か
か
わ
り
の
歴
史

今
よ
り
寒

い
東

北
地

方
に

シ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
は

生
息

暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
増
加

13
気

候
の

変
化

を
見

て
も
激

減
の

要
因

は
見

当
た
ら
な
い

暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
激
減

人
と
哺
乳
類
の
か
か
わ
り
の
歴
史

14
人

口
増

加
に
よ
る
過

剰
な
狩

猟
圧

か
？

人
と
哺
乳
類
の
か
か
わ
り
の
歴
史

15
そ
れ

と
も
森

林
環

境
か

？

人
と
哺
乳
類
の
か
か
わ
り
の
歴
史

16
寒

冷
地

方
へ

向
け
て
の

国
際

戦
争

や
新

型
銃

に
よ
る
乱

獲

48



人
と
哺
乳
類
の
か
か
わ
り
の
歴
史

殖
産
興
業
・
富
国
強
兵
・
国
際
戦
争

毛
皮
の
軍
需

終
戦

野
生

哺
乳

類
の

激
減

新
政
府

村
田
銃

産
業

興
隆

・
禿

山

生
息
地

の
破
壊 東

北
で
シ
カ
・

カ
モ
シ
カ

「
森

林
」
の

回
復

・
・
・

里
山

林
と
植

林
の

放
棄

拡
大

造
林

（
天

然
奥

山
伐
採
・
植
林
）

生
息
地
の
回
復

生
息
地

の
拡
大

捕
食
者

の
不
在

野
生

哺
乳

類
の

増
加

•

狩
猟

規
制

緩
和

岩
手
県

狼
被
害

狼
狩
り

報
奨
金

狼
絶
滅

イ
ノ
シ
シ
な
ど

が
地
域
絶
滅

保
護

野
鼠

・
野

兎
の

被
害

戦
時

下
の

毛
皮

供
給

体
制

の
不
在

狩
猟

規
制

シ
カ
農

林
業

被
害

そ
の

他
の

哺
乳
類

の
被

害

18
50

19
00

19
50

19
60

19
80

20
00

年
明
治

昭
和

江
戸

大
正

平
成

①
17

30
年
代
か
ら
19

78
年

に
か

け
て
，
何

が
あ
っ
た
の

か
？

•
哺

乳
類

は
近

代
に
入

っ
て
，
過

剰
な
狩

猟
圧

で
激

減
し
た

②
年
か
ら

年
か
け

何
が

あ
た

か

狩
猟
の
環
境
史

②
19

78
年
か
ら
20

00
年
に
か
け
て
，
何
が

あ
っ
た
の
か

？

•
現

代
の

哺
乳

類
拡

大
は

温
暖

化
が

主
要

因
で
は

な
く
，
狩

猟
圧

減
少

に
よ
る
ゆ
り
も
ど
し
で
あ
ろ
う
．

•
歴
史
的
に
見
て
狩
猟
圧
は
高
ま
っ
た
り
低
ま
っ
た
り
し
て
き

•
歴
史
的
に
見
て
狩
猟
圧
は
高
ま
っ
た
り
低
ま
っ
た
り
し
て
き

た
け
れ
ど
も
，
近
年
は
低
い
か
も
？

•
獣

だ
け
で
な
く
，
森

林
の

状
況

も
歴

史
的

に
見

て
一

定
で

は
な
い
．

•
→
日

本
列

島
に
お
け
る
人

と
自

然
の

か
か

わ
り

日
本
列
島
に
お
け
る
人
と
自
然
の
か
か
わ
り

日
本
列
島
の
環
境
史
年
表

飛
鳥
奈
良

弥
生

日
本
列
島
の
人
口

古
墳

平
安

鎌
倉

日
本
書
紀藤
原
京
遷
都

平
城
京
遷
都

長
岡
京
遷
都

平
安
京
遷
都

三
世
一
身
法

墾
田
永
年
私
財
法

令
義
解武
士
の
登
場

応
仁
の
乱

日
清
戦
争
日
露
戦
争

高
度
経
済
成
長

燃
料
革
命

地
租
改
正

江
戸

明
治

室
町

昭
和

朱
印
船
貿
易

天
明
の
大
飢
饉

天
保
の
大
飢
饉

明
治
維
新

明
治
維
新

文
禄
・
慶
長
の
役

戦
乱
の
時
代

寛
永
の
大
飢
饉

15
年
戦
争

長
篠
の

合
戦

富
国
強
兵
・
殖
産
興
業

鎖
国
状
態

元
禄
の
飢
饉

明
暦
の
大
火

農
地
解
放過
疎
高
齢
化

延
喜
式

社
会
・
人
口

シ
カ
の
袋
角
猟

古
代
の
略
奪
期

中
世
の
略
奪
林
業

危
険
な
罠
の
禁
止

檻
穽
・
機
槍
に
よ
る
狩
猟

階
層
に
よ
る
分
化

天
皇
な
ど
：
鷹
狩
・
大
規
模
巻
狩
・
薬
猟

民
間
：
罠
・
追
込
み
猟
→
狩
猟
集
団

狩
猟
集
団
の
解
体

農
村
部
へ
の
雇
わ
れ
猟
師
と

マ
タ
ギ
集
落
の
発
生

源
頼
朝
，
富
士
の
巻
狩
り

法
隆
寺
の
創
建 東
大
寺
大
仏
殿
完
成

東
大
寺
大
仏
殿
再
建

墾
田
永
年
私
財
法

延
久
の
荘
園
整
理
令

生
類
憐
み
の
令

カ
モ
シ
カ
保
護

カ
モ
シ
カ
保
護

鉄
砲
伝
来

鉄
砲
に
よ
る
狩
猟

刀
狩
り

「
諸
国
鉄
砲
改
め
」
16
80
年

狩
猟
の
二
重
構
造
成
立

村
田
銃
の
払
下
げ
開
始

狩
猟
規
制
の
緩
和

狩
猟
規
制
の
緩
和

各
地
で

哺
乳
類
の
激
減
→
増
加

各
地
で

哺
乳
類
の
激
減
→
増
加

オ
オ
カ
ミ
絶
滅

オ
オ
カ
ミ
絶
滅

狩
猟
規
制
と
鉄
砲
管
理

狩
猟
規
制
と
鉄
砲
管
理

木
材
の
輸
入

関
税
引
下
げ

近
世
の
略
奪
林
業

育
成
林
業
（
植
林
の
普
及
）

産
業
興
隆
に
よ
る
伐
採
，
禿
山
化 拡
大
造
林

長
野
県
の
シ
カ

生
息
頭
数
イ
メ
ー
ジ

東
大
寺
大
仏
殿
再
々
建

神
仏
分
離
令

宮
崎
安
貞
「
農
業
全
書
」

市
場
流
通
目
的
と
農
耕
獣
害
対
策

新
田
開
発
ブ
ー
ム

森
林
利
用

狩
猟

19

鳥
獣
害
の
記
録

鉄
砲
に
よ
る
狼
駆
除

官
牧
（
東
北
・
信
州
）

対
馬
で
イ
ノ
シ
シ
殲
滅
猪
ケ
カ
チ
（
仙
台
藩
・
八
戸
藩
）

シ
カ
に
よ
る

森
林
荒
廃

各
地
で
農
林
業
被
害

各
地
で
シ
シ
垣
の
構
築
と
維
持

鳥
獣
害
の
激
化

1
年

50
0
年

10
00
年

15
00
年

16
00
年

17
00
年

18
00
年

19
00
年

20
00
年

牛
馬
の
渡
来

軍
用
馬
・
馬
術
（
江
戸
中
期
ま
で
）

古
代
の
牧
（
く
じ
ゅ
う
・
阿
蘇
）

中
世
の
牧
と
し
て
継
承

軍
事
演
習
場

平
安
時
代
の
競
馬

軍
用
馬
（
海
外
出
兵
）

農
用
馬
・
荷
馬
・
馬
借

戦
後
の
馬
減
少
と
肉
牛
・
乳
牛
増
加

下
野
の
狩
り
（
神
事
）

焼
狩
の
禁
止
（
朝
廷
）

草
地
に
火
を
入
れ
て
の
狩
猟

↓ 日
本
各
地
に
黒
ボ
ク
土
形
成
？

労
役
牛

刈
敷
き
・
飼
葉
・
萱
場
の
利
用

金
肥
・
魚
肥
使
用
開
始

化
学
肥
料
・
輸
入
飼
料

ス
キ
ー
場

ゴ
ル
フ
場

草
地
放
棄

火
入
れ
に
よ
る
草
原
維
持

火
入
れ
の
制
限

競
馬

獣
害
・
牛
馬

草
地
と
草

牛
馬

日
本
列
島
に
お
け
る
人
と
自
然
の
か
か
わ
り

日
本
列
島
の
環
境
史
年
表

江
戸

明
治

大
正

高
度
経
済
成
長

燃
料
革
命

昭
和

平
成

日
清
戦
争
日
露
戦
争

シ
ベ
リ
ア
出
兵

太
平
洋
戦
争

満
州
事
変日
中
戦
争

木
材
輸
入
関
税
引
下
げ

第
1
次
世
界
大
戦

地
租
改
正

明
治
維
新

軍
需
用
・
輸
出
用
毛
皮
の
需
要
が
高
ま
る

東
北
大
冷
害

全
国
で
大
凶
作

戦
後
復
興
等
の
た
め
，
木
材
需
要
急
増

建
築
用
の
木
材
需
要
増
加

木
材
製
品
が
廃
れ
，
石
油
製
品
へ
　
道
路
網
整
備

道
の
駅
開
始

朝
鮮
戦
争

第
1
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク

第
2
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

神
武
景
気

岩
戸
景
気

い
ざ
な
ぎ
景
気

第
14
循
環
拡
大
期

バ
ブ
ル
景
気

変
動
相
場

制
へ
移
行

富
国
強
兵
・
殖
産
興
業

軍
需
用
木
材
の
需
要
が
高
ま
る
？

農
地
解
放

社
会
・
人
口

育
成
林
業

天
然
林
面
積
の
推
移

人
工
林
面
積
の
推
移

鉄
砲
所
持
禁
止
令
公
布

近
現
代
の
枯
渇

拡
大
造
林
政
策

近
世
に
お
け
る
育
成
林
業

野
生
哺
乳
類
の
激
減

オ
オ
カ
ミ
絶
滅

狩
猟
規
制
の
緩
和

村
田
銃
の
払
下
げ
開
始

森
林
法
改
正

神
仏
分
離
令

長
野
県
で
シ
カ
が
絶
滅
危
惧

天
然
記
念
物
に
指
定

狩
猟
獣
か
ら
除
外

カ
モ
シ
カ

下
北
半
島
で

イ
ノ
シ
シ
絶
滅

下
北
半
島
で

オ
オ
カ
ミ
絶
滅

下
北
半
島
で

シ
カ
絶
滅

戦
時
体
制
化
の
統
制
狩
猟

森
林
法
公
布

狩
猟
法
改
正

狩
猟
法
公
布

こ
の
頃
本
州
で
カ
ワ
ウ
ソ
絶
滅

全
国
で
大
凶
作

木
材
輸
入
の
全
面
自
由
化 野
生
哺
乳
類
の
増
加
傾
向

山
菜
ブ
ー
ム

神
武
景
気

岩
戸
景
気

い
ざ
な
ぎ
景
気

第
14
循
環
拡
大
期

バ
ブ
ル
景
気

ー
10
00
万
ha
ー

ー
16
00
万
ha
/
年
ー

シ
カ
捕
獲
頭
数

ー
14
万
頭
/
年
ー

ス
ポ
ー
ツ
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ブ
ー
ム

特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
制
定

特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
制
定

鳥
獣
保
護
法

野
生
哺
乳
類
の
激
減

里
山
ブ
ー
ム

森
林
利
用

狩
猟

20

獣
害

各
地
で
農
林

業
被
害

各
地
で
農
林

業
被
害

農
業
害
獣
駆
除
・
防
除

オ
オ
カ
ミ
捕
獲
の

賞
金
制
度
開
始

オ
オ
カ
ミ
が
集
団

で
牛
馬
を
襲
う

被
害
が
極
小

岩
手
県
の

オ
オ
カ
ミ
被
害

野
鼠
や
ノ
ウ
サ
ギ
に
よ
る
森
林
被
害

シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害

ー
5
万
ha
ー

シ
カ
に
よ
る

農
産
物
被
害
面
積

シ
カ
に
よ
る

林
業
被
害
面
積

18
50
年

18
60
年

19
00
年

19
50
年

19
60
年

19
70
年

19
80
年

19
90
年

20
00
年

18
70
年

18
80
年

18
90
年

19
10
年

19
20
年

19
30
年

19
40
年

20
10
年

官
牧
（
東
北
・
信
州
）

戦
後
の
馬
減
少
と
肉
牛
・
乳
牛
増
加

化
学
肥
料
・
輸
入
飼
料

ス
キ
ー
場
・
ゴ
ル
フ
場

草
地
放
棄
→
二
次
林
化

火
入
れ
に
よ
る
草
原
維
持

火
入
れ
の
制
限

ほ
と
ん
ど
が
競
走
馬

放
牧
地
→
人
工
草
地

刈
敷
き
・
飼
葉
・
萱
場
の
利
用

草
地
面
積
の
推
移

萱
屋
根
→
ト
タ
ン
屋
根

放
牧
→
舎
飼

ー
40
0
万
ha
ー

草
地
と
草

牛
馬
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日
本
列
島
に
お
け
る
人
と
自
然
の
か
か
わ
り

明
治
政
府

終
戦

開
墾
の
拡
大

殖
産
興
業
・
富
国
強
兵

国
際
戦
争

平
和
時
代

戦
乱
の
時
代

土
木
工
学

の
発
展

燃
料
革
命

高
度
経
済
成
長

輸
入

に
頼

る
生

活

石
油

に
頼

る
生

活

近
世
初
期

の
略
奪

育
成
林
業

産
業
興
隆 村
田
銃
の
普
及

と
狩
猟
規
制
の

緩
和

狩
猟
規
制

外
国
材
輸

入
自
由
化

拡
大
造
林

里
山
林
と
人
工
林
の
放
棄

古
代
の
略
奪

巨
大
建
築
と

遷
都
ブ
ー
ム

人
口
増
加
と
開
墾
，

都
市
建
設

記
念
碑
的

建
築
物

燃
料
革
命

都
市
開
発

北
方

に
出

兵
す

る
た
め
の
毛
皮

近
現
代
の
枯
渇

哺
乳

類
乱
獲

獣
害
対
策
と
市
場
目
的
の
狩
猟

狩
猟
集
落
と
雇
わ
れ
猟
師

人
と
の

接
触

・
獣

害
の

記
録

哺
乳
類
増
加

獣
害
増
加

第
１
の
危
機

第
２
の
危
機

第
３
の
危
機

社
会
の
状
況

持
続
的
利
用

枯
渇
的
利
用

低
い

狩
猟
圧

21

環
境
史
：
地
域
編
（
阿
蘇
草
原
）

草
原

面
積

面 積

狩
場

・
火

入
れ

生
業
変
化

牧
の

設
置

狩
場

狩
倉

設
置

草
肥

・
刈

敷
・
草

木
灰

利
用

（
草

地
の

多
様

化
）

酪
農 放
牧

地

観
光

資
源

火
に
よ
る
管

理

家
畜
数

水
田

・
畑

地
面

積

頭 数 面 積

（
牛

・
馬

）

牛
馬

導
入

下
野

狩
神

事

牛
疫

病

荘
園

制

人
口

増
加

農
業

の
機

械
化

エ
ネ
ル

ギ
ー
革

命

牛
馬

農
耕

縄
文

弥
生

古
墳

奈
良

平
安

｜
鎌
倉
室
町

｜
江
戸

｜
明

大
昭 22

阿
蘇
郡
人
口

積

稲
作
開

始

荘
園

制

環
境
史
：
地
域
編
（
北
海
道
・
奄
美
沖
縄
）

1
9
0
0

1
8
9
0

1
8
8
0

1
8
7
0

1
8
6
0

1
8
5
0

1
8
4
0

1
8
3
0

1
8
2
0

1
8
1
0

1
8
0
0

2
0
0
0

1
9
9
0

1
9
8
0

1
9
7
0

1
9
6
0

1
9
5
0

1
9
4
0

1
9
3
0

1
9
2
0

1
9
1
0

1
9
0
0

社
会
政
治

森
林

人
口

ゴ
ー
ル

ド
ラ
ッ

シ
ュ
と

森
林
伐

採

石
炭
か
ら

石
油
の

利
用

ア
イ

ヌ
の

人
口

千
島

・
樺
太

交
換
条

約

森
林

魚
付
林

海
産
資
源

人
口

ニ
シ

ン
漁
の

隆
盛
と

森
林

伐
採

北
海
道
開

拓
の
開

始
化

石
燃
料

の
採
掘

と
坑
木

材

石
炭
か
ら

石
油
の

利
用

ニ
シ

ン

サ
ケ

タ
ラ

沖
縄

（
県
）

江
戸

明
治

明
治

大
正

昭
和

平
成

社
会
政
治

土
地
整

理
事
業

（
→
人

頭
税
廃

止
）

琉
球
処

分

旧
慣
温
存

政
策

廃
藩
置
県

　
日
清
戦

争
→

台
湾
植

民
地
化

日
露
戦

争
第
一

次
世
界

大
戦

戦
後

恐
慌

第
二
次

世
界

大
戦

奄
美
群

島
復
帰

沖
縄
復
帰

琉
球
政

府
発
足

大
飢
饉

大
飢
饉

（
宮

古
）

コ
レ
ラ

・
天
然

痘
大
流

行

海
外
移
民

始
ま
る

朝
鮮
戦

争

23

森
林

里
森

海

1
9
0
0

1
8
9
0

1
8
8
0

1
8
7
0

1
8
6
0

1
8
5
0

1
8
4
0

1
8
3
0

1
8
2
0

1
8
1
0

1
8
0
0

2
0
0
0

1
9
9
0

1
9
8
0

1
9
7
0

1
9
6
0

1
9
5
0

1
9
4
0

1
9
3
0

1
9
2
0

1
9
1
0

1
9
0
0

甘
藷

サ
ト
ウ

キ
ビ

水
稲

水
稲

甘
藷

沖
縄

（
県
）

沖
縄

（
県
）

奄
美
群

島
奄

美
群

島

海
外
移
民

始
ま
る

　
　
　
　

　
　
　

▼

　
　

　
　
　

▲
国
頭

杣
山
開

墾
始
ま

る

原
野
山

林
の
開

墾
陣
地

構
築
の

伐
採

戦
後

復
興

朝
鮮
半
島

へ
の

　
用
材
伐

採

パ
ル
プ
用

材
の
伐

採

ソ
テ
ツ
を

諸
方
に

植
え
さ

せ
る

完
全
地

租
金
納

制
へ

　
▼

グ
ラ
フ

は
沖
縄

県
で
の

　
作
付

面
積
の

増
減

糸
満

漁
民

の
ア
ギ

ヤ
ー
漁

カ
ツ
オ
漁

・
鰹
節

生
産

赤
土
流

出
問
題

　
が
顕

在
化

サ
ン
ゴ

礁
の

白
化
現

象

ジ
ュ
ゴ
ン

の
「

乱
獲
」

ま
と
め

～
ガ
バ

ナ
ン
ス
の

重
層

性
を
環

境
史

に
あ
ら
わ

す

人
と
自

然
の

か
か

わ
り
の

歴
史

の
描

き
方

1.
図

書
や

文
献

を
参

考
に
，
年

表
デ
ー
タ
を
入

力
．

2.
年

表
を
可

視
化

す
る
こ
と
で
，
デ
ー
タ
欠

落
や

因
果

関
係

の
背

景
が

見
え
て
く
る
．
さ
ら
に
デ
ー
タ
に
厚

み
を
加

え
る
．

3.
因
果
関
係
を
年
表
に
見
出
し
て
，
記
す
．

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
層
性

1.
誰

が
誰

に
（
ac
to
rs
）
を
明

確
に
し
て
表

さ
ね

ば
な
ら
な
い
．

2.
歴

史
的

な
現

象
を
示

す
こ
と
は

で
き
た
が

，
ガ
バ

ナ
ン
ス

と
そ
の

重
層

性
を
あ
ら
わ

す
の

は
困

難
．

24
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中
国

に
お

け
る

日
本

住
血

吸
虫

症
関

連
の

歴
史

資
料

整
理

・
歴

症
関

連
の

歴
史

資
料

整
理

歴
史

研
究

へ
の

H
u
-
T
i
m
e
の

利
用

福
士

由
紀

・
飯

島
渉

・
顧

雅
文

・
市

川
智

生
・

1

福
士

由
紀

飯
島

渉
顧

雅
文

市
川

智
生

久
保

田
明

子
・

門
司

和
彦

１
．

資
料

収
集

の
経

過

２
資

料
デ

ー
タ

の
整

理
２

．
資

料
デ

ー
タ

の
整

理

３
．

H
u
-
T
i
m
e
を

利
用

し
て

の
資

料
整

理
（

雲
南

省
麗

江
関

連
資

料
）

４
．

ま
と

め
と

展
望

2

１
．

資
料

収
集

の
経

過

地
球

研
エ

コ
ヘ

ル
ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
歴

史
文

献
班

（
2
0
0
8
年

～
2
0
1
2
年

度
）

•
感

染
症

流
行

状
況

お
よ

び
対

策
に

関
す

る
歴

史
資

料
の

収
集

・
整

理

•
雲

南
省

…
マ

ラ
リ

ア
、

住
血

吸
虫

症

江
南

地
域

…
住

血
吸

虫
症

•
1
9
5
0
年

代
～

8
0
年

代

3

提
携

機
関

•
雲

南
大

学
・

上
海

交
通

大
学

…
収

集
作

業

•
台

湾
国

立
彰

化
大

学
…

デ
ー

タ
整

理
、

G
I
S

資
料

の
分

量

档
案

名

画
像

フ
ァ

イ
ル

数

作 業 人 数

作
業

時
間

"s
ub

fo
nd

"（
fo

ld
er
）

“
se

ri
es

”
（

フ
ォ

ル
ダ

数
）

“
su

bs
er

ie
s

”
（

有
無

）

“
ite

m
”

（
フ

ァ
イ

ル
数

）

“fo
nd

”：
雲

南
公
共
卫
生
資
料
＞

1
.

大
理

市
68

2,
97

5

江
南
公

共
衛
生

資
料

45
,5

63
件

5 人

8月
～

10
月

雲
南
公

5
4月

中

2
.

大
理

疾
控

中
心

１
26

9
3
.

大
理

州
血

防
所

30
1,

97
7

4
.

大
理

州
54

あ
り

4,
30

4
5
.

巍
山

県
42

あ
り

3,
92

6
6
.

麗
江

市
43

2,
01

6
7
.

麗
江

県
25

8
8

洱
源

県
38

1
98

4
雲
南
公

共
衛
生

資
料

23
,3

27
件

5 人

4月
中

旬
～

7
月

8
.

洱
源

県
38

1,
98

4

9
.

資
料

匯
編

与
出

版
物

6
70

3
1
0
.

鶴
慶

県
35

4,
91

5
雲

南
公

共
卫
生

資
料

画
像

フ
ァ

イ
ル

合
計

23
,3

27
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雲
南

資
料

の
年

代
幅

と
地

域

"s
ub

fo
nd

"（
fo

ld
er
）

資
料

年
代

“fo
nd

”：
雲

南
公
共
衛
生
資
料
＞

1.
大

理
市

19
50

-1
97

8 
2

大
理

疾
控
中
心

19
52

-1
98

3
2.

大
理

疾
控
中
心

19
52

-1
98

3 
3.

大
理

州
血
防
所

19
50

-1
98

1 
4.

大
理

州
19

50
-1

96
3 

5.
巍

山
県

19
54

-1
97

5 
6.

麗
江

市
19

50
-1

97
3 

7.
麗

江
県

8.
洱

源
県

19
51

-1
97

2 
資

料
匯
編

与
出
版
物

9.
資

料
匯
編

与
出
版
物

10
.

鶴
慶

県
19

51
-1

98
5 

２
．

資
料

デ
ー

タ
の

整
理

雲
南

資
料

の
種
別

と
特

徴

•
1)

 行
政

区
資

料

•
2)

専
門

機
関

例
）
大

理
州

血
防

所

一
級

行
政

区
省

地
級

行
政

区
地

級
市

自
治

州
地

区

県
級

行
政

区
県 自

治
県

県
級

市

郷
級

行
政

区
郷 鎮 （

人
民

公
社

）

村 （
生

産
大

隊
）

2)
 専

門
機

関
例

）
大

理
州

血
防

所

•
3)

 刊
行

物
例

）
資

料
匯

編
与

出
版

物
、
大

理
疾

控
中

心

地
区

（
専

区
）

県
級

市
市

轄
区

（
人

民
公

社
）

（
生

産
大

隊
）

大
理

州
大

理
市

巍
山

（
自

治
縣

）
洱

源
（

県
）

鶴
慶

（
県

）

麗
江

(
市

）
麗

江
県

M
C
D
B
の

入
力

要
項

01
登

録
情

報

Su
bf

on
d

フ
ォ

ル
ダ

名
（

su
bf

on
d 

le
ve

l）

Se
rie

s
フ

ォ
ル

ダ
名

（
se

rie
s 

le
ve

l）

Fi
le

巻
内

目
録

の
FI

LE
記
号

文
書

標
題

（
fil

e 
le

ve
l）

Ite
m

撮
影

番
号

（
ite

m
 le

ve
l）

目
的
：
G

IS
分
析
が

可
能

な
地

点
を
確

認

備
註

02
内

容
情

報

内
容

涵
蓋

年
代

内
容

の
年

代
範

囲

内
容

主
要

地
名

le
ve

l1
内

容
の

地
域
範

囲
（

le
ve

l1
＝
全

国
、
全

省
、
地

級
行

政
区
）

le
ve

l2
内

容
の

地
域

範
囲

（
le

ve
l2
＝
県

級
行
政

区
）

le
ve

l3
内

容
の

地
域

範
囲

（
le

ve
l3
＝
郷

級
行
政

区
）

le
ve

l4
内

容
の

地
域

範
囲

（
le

ve
l3
＝
行

政
村
）

是
否

附
有

地
図

地
図

の
有

無

點
空

間
化
で

き
る

情
報

（
点
資

料
）

是
否

帶
有

可
空

間
化

資
訊

點
空

間
化
で

き
る

情
報

（
点
資

料
）

面
空

間
化

で
き

る
情

報
（

面
資

料
）

le
ve

l
面

資
料

の
le

ve
l （

le
ve

l1
＝

地
級

行
政

区
、

le
ve

l2
＝

県
級

行
政

、
le

ve
l3

＝
郷

級
行

政
区

、
le

ve
l4
＝

行
政

村
）

03
関

連
情

報
檢

索
項

目
1

疾
病

名
感

染
症

名

檢
索

項
目

2
人

名

04
管
理

情
報

作
成

日

作
成

者

３
．

H
u
-
T
i
m
e
を

利
用

し
て

の
資

料
整

理
（

麗
江

県
関
連

資
料

）

8
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9
10

・
50

年
代

半
ば

～
65

,6
6年

・
大

躍
進

（
58

年
）
、
三

年
困

難
期
（
60

～
63

年
）
、
文

革
難

期
（
60

63
年
）
、
文

革
（
66

年
～

）

・
6.

26
指

示
（
69

年
）
以

後

の
転
換
期
に
つ
い
て
は
資

料
が

乏
し
い

11

ま
と

め
と

展
望

資
料

整
理

の
ツ
ー

ル
と
し
て
の
H
u
-
T
im
e

•
資

料
年

代
の
“
可

視
化

”
⇒

研
究

テ
ー

マ
設

定
時

に
有

効
•
資

料
の
時

系
列

的
な
保

存
（
画

像
と
の
リ
ン
ク
）

…
資

料
の
詳

細
情

報

歴
史

研
究

の
ツ
ー

ル
と
し
て
の
H
u
-
T
im
e

•
着

想
の
た
め
の
ツ
ー

ル
／

表
現

の
ツ
ー
ル

cf
G
IS

12

着
想

の
た
め
の
ツ

ル
／

表
現

の
ツ

ル
cf
.G

IS
•
可

能
性

の
あ
る
歴

史
資

料
例

）
中

国
医

案
資

料
、
収

集
済
档

案
•
前

提
と
し
て
の
資

料
の
吟

味
…

一
次

資
料

の
分

析
の
必

要
性

•
時

間
設

定
の
あ
る
資

料
は
試

す
、
既

存
デ

ー
タ
の
活
用

例
）
B
P
P

•
多

言
語

対
応

の
必

要
性

53

発表資料 発 報告５ （福士）



問
題

点
の

確
認

資
料

の
質

そ
の

レ
ベ

ル
の

問
題

資
料

の
質

、
そ

の
レ

ベ
ル

の
問

題

視
角

化
を

超
え

る
分

析
の

可
能

性

結
局

は
、

一
次

資
料

を
情

報
工

学
と

ジ
ョ

イ
ン

ト
し

な
が

ら
、

ど
の

よ
う

に
分

析
す

る
の

か
、

そ
の

モ
デ

ル
（

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）
の

構
築

の
必

要
性

地
域

研
究

と
情

報
学

（
工

学
）

の
ミ

ス
・

マ
ッ

チ

（
飯

島
渉

「
感

染
症

の
流

行
に

関
す

る
歴

史
デ

ー
タ

の
整

理
と

そ
の

国
際

保
健

・
疫

学
へ

の
応

用
」

『
ア

ジ
ア

遊
学

』
１

１
３

号
）
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